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はじめに

１．ＡＢＳ（アンチロック・ブレーキ・システム）の装着
弊社のトレーラＡＢＳシステムは1995年9月1日以降製造の車両に標準装備されています。
（危険物運搬用タンクトレーラ等、一部の車両にはこれ以前に装着されている場合があります。）

２．ＡＢＳの機能
ＡＢＳは常に車輪のロックを監視し、凍結および濡れた路面などでのブレーキ操作時の車輪ロックの発生を感知して
これを未然に防止してブレーキ力、方向安定性、操舵性を保持して安全にトレーラを停止させる装置です。

注意

　ＡＢＳは極端な高速度、急制動など無理な運転を可能にする装置ではありません。又制御の範囲にも
　限界があり特にトレーラが横滑り状態になった場合には効果はありません。
　交通法規を守り安全運転には充分、注意をして運行してください。

３．ＡＢＳの識別
ＡＢＳはトレーラの製造年月、使用メーカーなどにより異なります。
大要、下記となっていますが詳細な識別は次ページによってください。又不明の場合は弊社まで確認してください。

①制御方法の呼称
・２Ｓ/２Ｍ（２Ｓ/２Ｋ）　　２センサー/２モジュレータバルブ　　　最も一般的なシステムです。
・４Ｓ/３Ｍ（４Ｓ/３Ｋ）　　４センサー/３モジュレータバルブ　　　フルトレーラなどに使用しています。

（　）内はＫＮＯＲＲ社の呼称です。

②使用メーカー
弊社ではＷＡＢＣＯ社製およびＫＮＯＲＲ（旧：ＮＡＢＣＯ、ＢＯＳＣＨ）社製を使用しています。
・各メーカー毎のトレーラ製造期間によるバージョンの変遷
ＷＡＢＣＯ

ＫＮＯＲＲ（ＮＡＢＣＯ、ＢＯＳＣＨ）

４．本書の使用にあたって
①トラクタキャブ内のトレーラＡＢＳ警告灯が点灯するなど、ＡＢＳに異常が認められた場合は他のトラクタと連結する
　などしてトレーラＡＢＳの故障であることを確認してください。
　※トラクタに異常があると思われる場合にはトラクタのディーラなどにご相談ください。
②弊社へＡＢＳについて、お問い合わせいただく場合はトレーラの製造番号を確認してください。
③点検・整備の手順
1)自己診断、専用テスター、マルチテスターなどを使用して不具合内容、故障箇所を特定する。
2)故障部品の交換。
3)故障メモリの消去をし、自己診断により故障の解消を確認する。
4)トラクタと連結しトレーラＡＢＳ警告灯が消灯、または７km/h以上で走行して消灯することを確認する。

本書に関するご質問などは

日本トレクス株式会社サービス部（TEL:050-3367-7494）
までお願いします。

車種（足回り）
　Ｂバージョン ２Ｓ/２Ｍ

93/8～96/6
４Ｓ/３Ｍ

期間 バージョン システム

　３軸、トラニオン、フルトレーラ

～93/7

４Ｓ/３Ｍ 　３軸、トラニオン、フルトレーラ
96/7～ 　バリオコンパクト（ＶＣＳ）

２Ｓ/２Ｍ 　１軸、２軸、１６輪

　１軸、２軸、１６輪
２Ｓ/２Ｍ

４Ｓ/３Ｍ 　フルトレーラ
～05/2 　ＶＣＳボクサー

２Ｓ/２Ｍ 　１軸、２軸、３軸

期間 バージョン システム 車種（足回り）

４Ｓ/３Ｍ 　フルトレーラ　１６輪
05/3～ 　ＶＣＳ－Ⅱ

２Ｓ/２Ｍ 　１軸、２軸、３軸

　１軸、２軸、１６輪
４Ｓ/３Ｋ 　３軸、トラニオン、フルトレーラ
２Ｓ/２Ｋ 　１軸、２軸、１６輪

～93/8 　デルタ ２Ｓ/２Ｋ 　１軸、２軸、１６輪

　１軸、２軸、３軸

　Ａ１８ ２Ｓ/２Ｋ 　１軸、２軸、１６輪
４Ｓ/３Ｋ 　３軸、トラニオン、フルトレーラ

　ミニカッパー

　Ａ１８ｺﾝﾊﾟｸﾄﾓｼﾞｭｰﾙ
４Ｓ/３Ｋ

08/2～ 　ＫＢ４ＴＡ ２Ｓ/２Ｋ

２Ｓ/２Ｋ

２Ｓ/２Ｋ
99/10～02/12
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　１軸、２軸、１６輪
　バリオＣ+

　１軸、２軸、３軸

93/9～96/6

96/7～99/9

03/1～08/1

　カッパー



ＡＢＳの識別　【システムの基本構成】 -2-

２Ｓ/２Ｍ（２Ｓ/２Ｋ） 後軸：輪制御 ２Ｓ/２Ｍ（２Ｓ/２Ｋ） 前軸：輪制御

２Ｓ/２Ｍ（２Ｓ/２Ｋ） 後軸：輪制御 ４Ｓ/３Ｍ（４Ｓ/３Ｋ） 前軸：軸制御
後軸：輪制御

４Ｓ/３Ｍ（４Ｓ/３Ｋ） ドーリ軸：軸制御 ４Ｓ/３Ｍ（４Ｓ/３Ｋ） ドーリ軸：軸制御
ﾄﾚｰﾗ軸：輪制御 ﾄﾚｰﾗ軸：輪制御

２Ｓ/２Ｍ（２Ｓ/２Ｋ） 後軸：輪制御 ４Ｓ/３Ｍ（４Ｓ/３Ｋ） 前軸：軸制御
後軸：輪制御

：モジュレータバルブ ：ＡＢＳセンサー ：キングピン

車両形式
２００５年１月より ２００４年１２月まで

ＡＢＳの基本構成と機器類の配置　　　（　）内はＫＮＯＲＲの呼称

凡例

２軸車

３軸車

ﾌﾙﾄﾚｰﾗ

ﾄﾗﾆｵﾝ軸

ECUECU

ECUECU

ECUECU

ECU ECU



ＡＢＳシステムの識別① -3-

Ｂバージョン（防水ボックス入り） デルタ（防水ボックス入り）

バリオＣ+ カッパー

外観 内部 外観 内部

ＶＣＳ ミニカッパー

外観 内部

ＶＣＳボクサー Ａ－１８ / Ａ－１８コンパクトモジュール

ＶＣＳ－Ⅱ ＫＢ４ＴＡ

ＷＡＢＣＯ ＫＮＯＲＲ（ＢＯＳＣＨ）
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ＡＢＳシステムの識別　②
前ページの識別表でＡＢＳシステムを確定して点検整備要領に進んでください。
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ＷＡＢＣＯ

ＫＮＯＲＲ
（ＢＯＳＣＨ）

Ｂバージョン

バリオＣ+

ＶＣＳ

ＶＣＳボクサー

ＶＣＳ－Ⅱ

デルタ

カッパー

ミニカッパー

Ａ－18
Ａ－18コンパクトモジュール

ＫＢ４ＴＡ

１軸トレーラ

２軸トレーラ

低床16輪トレーラ

１軸トレーラ

２軸トレーラ

３軸トレーラ

トラニオン軸トレーラ

フルトレーラ

低床16輪トレーラ

１軸トレーラ

２軸トレーラ

３軸トレーラ

トラニオン軸トレーラ

フルトレーラ

低床16輪トレーラ

１軸トレーラ

２軸トレーラ

３軸トレーラ

フルトレーラ

１軸トレーラ

２軸トレーラ

３軸トレーラ

フルトレーラ

低床16輪トレーラ

１軸トレーラ

２軸トレーラ

低床16輪トレーラ

１軸トレーラ

２軸トレーラ

３軸トレーラ

トラニオン軸トレーラ

フルトレーラ

１軸トレーラ

低床16輪トレーラ

１軸トレーラ

２軸トレーラ

３軸トレーラ

３軸トレーラ

２Ｓ/２Ｍ

２Ｓ/２Ｍ

２Ｓ/２Ｍ

２Ｓ/２Ｍ

２Ｓ/２Ｍ

４Ｓ/３Ｍ

４Ｓ/３Ｍ

４Ｓ/３Ｍ

２軸トレーラ

２Ｓ/２Ｍ

２Ｓ/２Ｍ

２Ｓ/２Ｍ

２軸トレーラ

３軸トレーラ

低床16輪トレーラ

１軸トレーラ

トラニオン軸トレーラ

フルトレーラ

低床16輪トレーラ

４Ｓ/３Ｍ

４Ｓ/３Ｍ

４Ｓ/３Ｍ

２Ｓ/２Ｍ

２Ｓ/２Ｍ

２Ｓ/２Ｍ

２Ｓ/２Ｍ

４Ｓ/３Ｍ

２Ｓ/２Ｍ

２Ｓ/２Ｍ

２Ｓ/２Ｍ

４Ｓ/３Ｍ

４Ｓ/３Ｍ

２Ｓ/２Ｋ

２Ｓ/２Ｋ

２Ｓ/２Ｋ

２Ｓ/２Ｋ

２Ｓ/２Ｋ

４Ｓ/３Ｋ

４Ｓ/３Ｋ

４Ｓ/３Ｋ

２Ｓ/２Ｋ

２Ｓ/２Ｋ

２Ｓ/２Ｋ

２Ｓ/２Ｋ

４Ｓ/３Ｋ

４Ｓ/３Ｋ

４Ｓ/３Ｋ

２Ｓ/２Ｋ

２Ｓ/２Ｋ

２Ｓ/２Ｋ

２Ｓ/２Ｋ

メーカー バージョン トレーラ形状 システム

２Ｓ/２Ｋ

２Ｓ/２Ｋ

２Ｓ/２Ｋ

参照ページ

7～8

〃

〃

9～11

〃

9～10・12

〃

〃

9～11

13～15

〃

〃

〃

〃

〃

16・18

〃

〃

17～18

19～22

〃

〃

19～21・23

〃

25～27

〃

〃

28～31

〃

32～35

〃

〃

28～31

36～39

〃

40～43

〃

〃

36～39

57～59

〃

〃

44～56

〃

〃

〃



トラクタおよびトレーラのＡＢＳ用電源ケーブルの点検 -5-

ＡＢＳに故障または不具合が発生していると思われる場合にはＡＢＳ用電源ケーブルを点検してＡＢＳ電源が正しく
供給されているか確認してください。

トラクタ側電源

ケーブルの名称と線色

点検方法

トレーラ側

ケーブルの名称と線色（ＥＣＵ側コネクタで確認）

点検方法
トラクタ側電源ケーブルまで正常に電源が供給されていることを
確認した上でＥＣＵ側コネクタで下記の点検をしてください。

ＥＣＵ側コネクタの例

（ＷＡＢＣＯ　ＶＣＳ－Ⅱ）

白

名　　　称№
WABCO

デルタ デルタ以外

⑤ 警告灯 黄/青 白

黄

④ モジュレータ電源　－ 茶 茶 茶

③ ＥＣＵ電源　－ 茶/青 茶/青

黒

① モジュレータ電源　＋ 赤 赤

線　　　色

KNORR(BOSCH)

点検端子 エンジンキー 規定値および確認方法

赤

② ＥＣＵ電源　＋ 白/赤 赤/黒

①－④ ＯＮ 　電圧　21～29Ｖ

②－③ ＯＮ 　電圧　21～29Ｖ

線色

赤

③－⑤ ＯＮ 　短絡させて警告灯が点灯

№

①

名　　　称

　モジュレータ電源　＋

茶

白

黒

④

⑤

　モジュレータ電源　－

②

③

　ＥＣＵ電源　＋

　ＥＣＵ電源　－

　警告灯

点検端子

①－④

エンジンキー 規定値および確認方法

ＯＮ 　電圧　21～29Ｖ

黄

　抵抗　5Ω以下

ＯＮ 　短絡させて警告灯が点灯

ＯＦＦ 　電圧　0～１Ｖ

ＯＮ 　電圧　21～29Ｖ
②－③

③－④

③－⑤

ＯＦＦ

② ①

③

④

⑤

⑤

① ②

③

④

①②

③

④

⑤



WABCO
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ＷＡＢＣＯ　Ｂバージョン　２Ｓ/２Ｍ　の点検

本システムには自己診断機能が無いため汎用マルチテスターを使用して点検してください。

１．汎用マルチテスターを使用して可能な点検。
①トラクタの供給電源電圧。
②スピードセンサーのコイル抵抗、絶縁抵抗、出力および出力変化。
③モジュレータバルブのコイル抵抗。
④ケーブル類の導通。

２．手順
①トラクタのイグニッションキーをＯＦＦにして、防水ボックス内のＥＣＵと接続しているＥＣＵコネクタを外す。
②トラクタのイグニッションキーをＯＮにする。
③端子台でマルチテスターを使用して各ケーブル類の抵抗、電圧、導通の点検をする。
④故障と診断された部品の交換をする。

３．配線図および各ラインの規定値
【配線図】

A
B
C
D
E
F
G
H
I
J
K

M
N

【点検表　（各ラインの規定値）】

ECU
線色

名　　　称 線色

右センサー

右モジュレータ

黄/青 白

K・J

1.4～2.0 KΩ

左モジュレータ

左センサー

白/赤
赤

赤 赤
赤

青 青
茶

茶/青 茶

V

端子台

21.6～32.0 V

黒 黄
茶 茶モジュレータ電源(-)

モジュレータ電源(+)

ECU電源(-)
警告灯

緑

黄/緑 茶
茶 桃

茶 桃
青 青

茶 緑
黒 黄

L ECU電源(+)

左右モジュレータ

判定測定値単位規定値

21.6～32.0

№ 測定項目 配線色

１－① モジュレータ電源電圧 赤(+)・茶(-)

右センサーのコイル抵抗 茶・黒 A・B

１－② ＥＣＵ電源電圧 白/茶(+)・茶/青(-) L・M

２－② 右センサーの絶縁抵抗 茶・黒 A・B ＞45 KΩ

２－①

２－③ 右センサーの出力 茶・黒 A・B ＞0.10 ｍV

３－① 左センサーのコイル抵抗 茶・黒 H・I 1.4～2.0 KΩ

３－② 左センサーの絶縁抵抗 茶・黒 H・I ＞45 KΩ

３－③ 左センサーの出力 茶・黒 H・I ＞0.10 ｍV

４－① 右モジュレータのＩＮ側ｺｲﾙ抵抗 茶・黄/緑 C・D 11.7～16.5 Ω

４－② 右モジュレータのOUT側ｺｲﾙ抵抗茶・黄/緑 C・D 11.7～16.5 Ω

５－① 左モジュレータのＩＮ側ｺｲﾙ抵抗 茶・黄/緑 F・G

５－② 左モジュレータのOUT側ｺｲﾙ抵抗茶・黄/緑 F・G

-7-

11.7～16.5 Ω

11.7～16.5 Ω
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C
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４．各ラインの測定値に異常が認められた場合の原因と処置（点検表の№を参照）

５．点検修理後の確認
①修理後、約７ｋｍ/ｈ以上で走行しトラクタキャブ内のトレーラＡＢＳ警告灯が消灯することを確認する。
②ＡＢＳ警告灯が消灯しない場合は　「２．手順」　の点検修理を繰り返す。

１－①

3-③

4-①②

１－②

5-①②

2-①②

3-①②

2-③

　　（モジュレータケーブルのコネクタの端子と本シャーシの

　　　導通を確認し導通のある場合は不良）

モジュレータケーブル交換

モジュレータケーブルとシャーシの短絡

モジュレータ交換

モジュレータとシャーシの短絡

　　　場合は不良）

　　（モジュレータ本体とシャーシの導通を確認し導通のある

モジュレータの内部不良 モジュレータ交換

モジュレータケーブルの断線 モジュレータケーブル交換

ハブベアリングのガタおよびアクスルナットの緩み 調整および整備

モジュレータとモジュレータケーブルの接続不良 接続を確認する

パルスリングの傷付きなど パルスリング交換

センサー先端の大きな傷付き センサー交換

センサーケーブル不良 センサーケーブル交換

センサーギャップ過大 センサーギャップ調整

№ 異　　常　　の　　原　　因 処　　　　　置

トラクタのヒューズ断線又はバッテリー電圧異常 ヒューズ交換、バッテリーの整備

電源ケーブルのＥＣＵ側接続部の外れまたは緩み 増締めなどで接続を確実にする

ＡＢＳソケット、プラグの外れ、緩み、錆、汚れ 点検、増締め、清掃、接続の確認

トラクタ側ＡＢＳジャンパーケーブルの断線 交換（ディーラ等にご相談ください。）

センサーとセンサーケーブルの接続不良 接続を確認する

センサー不良 センサー交換
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ＷＡＢＣＯ　バリオーＣ　２Ｓ/２Ｍ・４Ｓ/３Ｍ　の点検

本システムは自己診断機能による点検整備ができます。

１．自己診断の手順

①ＥＣＵのふたを外し、テストプラグを走行位置から点検位置にセットする。

②イグニッションキーをＯＮにしてＥＣＵに電源を供給する。

③自己診断ランプの点滅回数（故障コード）により　「故障コード一覧表」　から故障部位を特定する。

２．故障コードの表示（読み方）

故障コードは４ブロックで構成されている。

（1）：表示開始シグナル 故障コードの点滅回数には数えない。（消灯2.5秒　点灯2.5秒　消灯2.5秒）

（2）：システムコード 「故障コード一覧表」の1番目のコード。当該のシステムを示す。

（2Ｓ/2Ｍ：4回　　　4Ｓ/3Ｍ：2回）

（3）：故障コード１ 「故障コード一覧表」の２番目のコード。（１回～４回の範囲で点滅する。）

点滅０回（点滅しない場合は故障なし。）

（4）：故障コード２ 「故障コード一覧表」の３番目のコード。（１回～15回の範囲で点滅する。）

点滅０回（点滅しない場合は故障なし。）

故障コードはイグニッションキーをＯＦＦ又はテストプラグを走行位置に戻すまで繰り返し表示される。

３．点検修理の手順

①点滅の回数と「故障コード一覧表」から故障部位を特定し、イグニッションキーをＯＦＦにする。

②部品交換等により特定された故障部位を修理する。

③イグニッションキーをＯＮにし故障コード表示中にテストプラグを引き抜く。

④イグニッションキーをＯＦＦにすると、故障メモリが消去される。

⑤イグニッションキーをＯＮにする。

すべての故障が解消されている場合は、故障コード　4-0-0（2Ｓ/2Ｍの場合）　が表示される。

複数の故障が発生している場合は次の故障コードが表示される。

すべての故障が解消され故障コード　4-0-0（2Ｓ/2Ｍの場合）　が表示されるまで①～④を繰り返す。

⑥すべての故障が解消したことを確認して、テストプラグを走行位置に戻してＥＣＵのふたを取り付ける。

テストプラグが点検位置のまま走行するとＡＢＳが誤作動する場合があるので必ず走行位置に戻す。（重要）

⑦修理後、約７ｋｍ/ｈ以上で走行しトラクタキャブ内のトレーラＡＢＳ警告灯が消灯することを確認する。

-9-
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ＷＡＢＣＯ  バリオーＣ 故障コード一覧表 -10-

【ＡＢＳ機器の配置と呼称】

【故障コード】
　システムコード　　　４：２Ｓ/２Ｍ　　　２：４Ｓ/３Ｍ

第1 第2 第1 第2
0 0 正常 2 15 バルブＣ（青）アースかグランドにショート
1 1 ＥＣＵとトレーラのＡＢＳシステム違い 3 2 ＥＣＵ用電源プラグ、ピンと未接続
1 2 センサーＢスピードジャンプ 3 3 バルブ側電圧低下
1 3 センサーＢエアギャップ 3 4 リターダ用黒コネクタ、ピン７の配線の断線
1 4 センサーＢ断線、ショート 3 5 リターダ用黒コネクタ、ピン７の配線ショート
1 5 センサーＤスピードジャンプ 3 6 バルブＡ（茶)吸入側又はＥＣＵのアースの断線
1 6 センサーＤエアギャップ 3 7 バルブＡ（青)吸入側又はＥＣＵのアースの断線
1 7 センサーＤ断線、ショート 3 8 バルブＢ（茶)吸入側又はＥＣＵのアースの断線
1 8 センサーＡスピードジャンプ 3 9 バルブＢ（青)吸入側又はＥＣＵのアースの断線
1 9 センサーＡエアギャップ 3 10 バルブＣ（茶)吸入側又はＥＣＵのアースの断線
1 10 センサーＡ断線、ショート 3 11 バルブＣ（青)吸入側又はＥＣＵのアースの断線
1 11 センサーＣスピードジャンプ 3 12 過電圧
1 12 センサーＣエアギャップ 3 13 リターダ用黒コネクタ、ピン７が電源側にショート
1 13 センサーＣ断線、ショート 3 14 ＥＣＵ内部故障
1 14 センサーＦスピードジャンプ 3 15 ＥＣＵ内部故障
1 15 センサーＦエアギャップ 4 0 ＥＣＵ内部故障
2 0 センサーＦ断線、ショート 4 2 ＥＣＵ内部故障
2 1 センサーＥスピードジャンプ 4 4 ＥＣＵ内部故障
2 2 センサーＥエアギャップ 4 5 ＥＣＵ内部故障
2 3 センサーＥ断線、ショート 4 6 バルブＡ（茶）電源側にショート
2 4 バルブＡ（茶）配線の断線 4 7 バルブＡ（青）電源側にショート
2 5 バルブＡ（青）配線の断線 4 8 バルブＢ（茶）電源側にショート
2 6 バルブＢ（茶）配線の断線 4 9 バルブＢ（青）電源側にショート
2 7 バルブＢ（青）配線の断線 4 10 バルブＣ（茶）電源側にショート
2 8 バルブＣ（茶）配線の断線 4 11 バルブＣ（青）電源側にショート
2 9 バルブＣ（青）配線の断線 4 12 ＡＢＳリレーバルブ配線が全てＥＣＵに未接続
2 10 バルブＡ（茶）アースかグランドにショート 4 13 ＡＢＳセンサーが全てＥＣＵに未接続
2 11 バルブＡ（青）アースかグランドにショート 4 14 リターダ用黒コネクタ、ピン７が電源側にショート
2 12 バルブＢ（茶）アースかグランドにショート 5 0～15 ＥＣＵ内部故障
2 13 バルブＢ（青）アースかグランドにショート 7 0 ＥＣＵ内部故障
2 14 バルブＣ（茶）アースかグランドにショート 7 1 ＥＣＵ内部故障

推定故障原因
故障コード

推定故障原因
故障コード

A
B

C

A

B

C

D

4S/3M
2S/2M

ECU

バルブ（モジュレータ）センサー



WABCO
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P

ＷＡＢＣＯ　バリオーＣ　２Ｓ/２Ｍ　配線図

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

線色 コネクタ

茶

茶

茶

茶

茶

緑/黄

緑/黄

青

青

黒

黒

茶/青

白/赤

赤

黄/青

～

左モジュレータ

右モジュレータ

左センサー

右センサー

３：ＥＣＵ（-）

２：ＥＣＵ（+）

１：モジュレータ（+）

４：モジュレータ（-）

５：警告灯

自己診断用テストプラグ

ＡＢＳ用

電源

ソケット



ＷＡＢＣＯ　バリオーＣ　４Ｓ/３Ｍ　配線図

WABCO

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

Ｊ

Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ

Ｏ Ｐ Ｑ ＲＳ Ｔ Ｕ Ｖ

Ｗ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

Ｖ

Ｗ

線色線色 ３軸車 ３軸車トラニオン軸 トラニオン軸フルトレーラ フルトレーラ

茶

茶

茶

茶

茶

茶

茶

茶

緑/黄

緑/黄

緑/黄

青

青

青

茶/青

白/赤

赤

黄/青

黒

黒

黒

黒

～

中軸

中軸

前軸

前軸

前軸

左 左 左

右 右 右

モジュレータ モジュレータ モジュレータ

モジュレータ モジュレータ モジュレータ

モジュレータ モジュレータ モジュレータ

後軸

トレーラ

トレーラ

ドーリー

中軸　左

中軸　右

前軸　左

前軸　左

前軸　右

前軸　右

後軸　右

後軸　左

トレーラ　左

トレーラ　右

ドーリー　右

ドーリー　左

センサー センサー センサー

センサーセンサーセンサー

センサー センサー センサー

センサー センサー センサー

自己診断用テストプラグ

ＡＢＳ電源ソケット

ＥＣＵ電源(-)

ＥＣＵ電源(+)

モジュレータ電源(+)

モジュレータ電源(-)

警告灯

バリオーＣ　４Ｓ/３Ｍの点検

　・点検方法はバリオーＣ　２Ｓ/２Ｍと同じ。

　・故障内容は「故障コード一覧表」を参照。

　・システムコードは「２」（表示2-**-***）になるので注意。



ＷＡＢＣＯ　ＶＣＳ（バリオコンパクト）　２Ｓ/２Ｍ　４Ｓ/３Ｍ　の点検

本システムは自己診断機能による点検整備ができます。

１．自己診断の手順

①イグニッションキー　ＯＮ　でＡＢＳ回路に故障が発生した時点で

　　ブリンクコードが点滅を始める。（呼出操作不要）

②フリンクコードの点滅回数はコネクタの接続部に表示されている

　　数字と対応するので、点滅回数と同じ数字のコネクタに接続

　　されているケーブル系に故障が発生している。

③汎用マルチテスターを使用して故障の発生しているケーブル　

　　詳細故障を特定して部品交換等による修理をする。

④故障メモリの消去作業は不要。この時、複数の故障があれば

　　次のブリンクコードが点滅を始めるので点検修理をする。

２．ブリンクコードの点滅回数と故障部位

３．点滅回数と推定される故障および処置

15 ＥＣＵ系 　ＥＣＵの内部故障 　ＥＣＵ交換

　ＥＣＵ内のスイッチオフ回路の故障 　ＥＣＵ交換

システム
電源系

14

　警告灯回路のグランド不良 　電源ケーブル点検

　低電圧 　トラクタ電源の点検

　過電圧 　トラクタ電源の点検

　システム設定が合っていない 　システム交換

　ＥＣＵ内のモジュレータ駆動回路が破損 　ＥＣＵ交換

モジュレータ系７～13
　モジュレータ回路がシャーシとショート 　モジュレータ交換

　ケーブル又はモジュレータのコイルが断線 　交換

　モジュレータ回路が電源回路とショート 　モジュレータ交換

　　③ハブベアリングのガタ 　ベアリング交換

３～６ センサー系

　　②パルスリングの傾き 　傾き修正

　　①パルスリングの損傷、傷付き 　パルスリング交換

　センサーの異常信号

　センサーとパルスリングのギャップ過大 　ギャップ調整

処　　置

　センサー又はセンサーケーブルの断線、ショート 　交換

15

点滅回数 故障部位 故　　障　　内　　容

　ＥＣＵの異常

13

14

　リターダ制御の異常

　電源を含むシステムの異常

10

7

　右モジュレータ又はモジュレータケーブル（ＹＥ）

　４Ｓ/３Ｍの軸制御モジュレータ又はモジュレータケーブル（ＲＤ）

6

9

　４Ｓ/３Ｍの右センサー（ＹＥ２）又はセンサーケーブル

　左モジュレータ又はモジュレータケーブル（ＢＵ）

4

5

　２Ｓ/２Ｍの右センサー（ＹＥ１）又はセンサーケーブル

　４Ｓ/３Ｍの左センサー（ＢＵ２）又はセンサーケーブル

点滅回数

3

故　　障　　部　　位

　２Ｓ/２Ｍの左センサー（ＢＵ１）又はセンサーケーブル
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ＷＡＢＣＯ　ＶＣＳ　配線図

【２Ｓ/２Ｍ】

【４Ｓ/３Ｍ】

4 3

14/15 10
/9

6 4 3 5

13
/1
7

10
/9

14/15

３
４

９
10

14
15

左センサー

右センサー

左モジュレータ

右モジュレータ

電源ケーブル

電源ケーブル

３軸車 フルトレーラ トラニオン軸

14/15

10

9

13/17

6

4

3

5

電源ケーブル

前軸　モジュレータ

中軸　左　モジュレータ

中軸　右　モジュレータ

前軸　右　センサー

中軸　右　センサー

中軸　左　センサー

前軸　左　センサー

トレーラ　左　モジュレータ

トレーラ　右　モジュレータ

ドーリー　モジュレータ

ドーリー　右　センサー

トレーラ　右　センサー

トレーラ　左　センサー

ドーリー　左　センサー

前軸　左　モジュレータ

前軸　右　モジュレータ

後軸　モジュレータ

後軸　右　センサー

前軸　右　センサー

前軸　左　センサー

後軸　左　センサー

4S/3M

4S/3M



ＷＡＢＣＯ　ＶＣＳ（バリオコンパクト）　２Ｓ/２Ｍ　４Ｓ/３Ｍ　の点検

本システムは自己診断機能による点検整備ができます。

１．自己診断の手順

①イグニッションキー　ＯＮ　でＡＢＳ回路に故障が発生した時点で

　　ブリンクコードが点滅を始める。（呼出操作不要）

②フリンクコードの点滅回数はコネクタの接続部に表示されている

　　数字と対応するので、点滅回数と同じ数字のコネクタに接続

　　されているケーブル系に故障が発生している。

③汎用マルチテスターを使用して故障の発生しているケーブル　

　　詳細故障を特定して部品交換等による修理をする。

④故障メモリの消去作業は不要。この時、複数の故障があれば

　　次のブリンクコードが点滅を始めるので点検修理をする。

２．ブリンクコードの点滅回数と故障部位

３．点滅回数と推定される故障および処置

点滅回数

3

故　　障　　部　　位

　２Ｓ/２Ｍの左センサー（ＢＵ１）又はセンサーケーブル

4

5

　２Ｓ/２Ｍの右センサー（ＹＥ１）又はセンサーケーブル

　４Ｓ/３Ｍの左センサー（ＢＵ２）又はセンサーケーブル

6

9

　４Ｓ/３Ｍの右センサー（ＹＥ２）又はセンサーケーブル

　左モジュレータ又はモジュレータケーブル（ＢＵ）

10

7

　右モジュレータ又はモジュレータケーブル（ＹＥ）

　４Ｓ/３Ｍの軸制御モジュレータ又はモジュレータケーブル（ＲＤ）

13

14

　リターダ制御の異常

　電源を含むシステムの異常

15

点滅回数 故障部位 故　　障　　内　　容

　ＥＣＵの異常

　センサーとパルスリングのギャップ過大 　ギャップ調整

処　　置

　センサー又はセンサーケーブルの断線、ショート 　交換

　　③ハブベアリングのガタ 　ベアリング交換

３～６ センサー系

　　②パルスリングの傾き 　傾き修正

　　①パルスリングの損傷、傷付き 　パルスリング交換

　センサーの異常信号

モジュレータ系７～13
　モジュレータ回路がシャーシとショート 　モジュレータ交換

　ケーブル又はモジュレータのコイルが断線 　交換

　モジュレータ回路が電源回路とショート 　モジュレータ交換

　システム設定が合っていない 　システム交換

　ＥＣＵ内のモジュレータ駆動回路が破損 　ＥＣＵ交換

　ＥＣＵ内のスイッチオフ回路の故障 　ＥＣＵ交換

システム
電源系

14

　警告灯回路のグランド不良 　電源ケーブル点検

　低電圧 　トラクタ電源の点検

　過電圧 　トラクタ電源の点検

15 ＥＣＵ系 　ＥＣＵの内部故障 　ＥＣＵ交換
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2S/2M

ＷＡＢＣＯ　ＶＣＳ（ＶＣＳボクサー）マルチテスターによる点検

WABCO

WABCO

WABCO

① ②

③

④

接続番号 ケーブル

①

②

③

④

１．電源ケーブル（イグニッションキーをＯＮ）

２．モジュレータケーブル（ＹＥ/ＢＵ）

３．モジュレータケーブル（ＲＤ　モジュレータに接続）

４．センサーケーブル

センサーケーブル

電源ケーブル

モジュレータケーブル（ＹＥ/ＢＵ）

モジュレータケーブル（ＲＤ）

ピン番号/極性 作動電圧

①/+～④/-

②/+～③/-

⑤/+～③/-

ＤＣ24Ｖ

ＤＣ24Ｖ

ＤＣ24Ｖ

※⑤と③を短絡させるとキャブ内のＡＢＳ警告灯が点灯

※①と②の電圧差は１Ｖ以内

ピン番号 抵抗基準値

①～③

②～③

④～③

⑤～③

10～22Ω

10～22Ω

10～22Ω

10～22Ω

ピン番号 抵抗基準値

①～③

②～③

④～③

⑤～③

10～22Ω

10～22Ω

－

－

測定ソケット 抵抗基準値

ＹＥ１

ＹＥ２

ＢＵ１

ＢＵ２　

センサーを接続してタイヤを１回/２秒で回す

ＹＥ１

ＹＥ２

ＢＵ１

ＢＵ２

測定ソケット

100ｍＶ以上

100ｍＶ以上

100ｍＶ以上

100ｍＶ以上

最低出力

① ② ③ ④ ⑤

① ② ③ ④ ⑤

① ② ③ ④ ⑤

1.00～1.35KΩ

1.00～1.35KΩ

1.00～1.35KΩ

1.00～1.35KΩ



１．点検方法

２．外観およびエア配管、ＡＢＳ配線の接続

【正面】

【側面】 【後面】

自己診断および点検整備資料はVCSのものを使用する。

チャンバーポート（左右）

左モジュレータケーブル

エアタンク

右モジュレータケーブル

リレーバルブ

（不要ポートにはプラグ）

３．ＡＢＳ配線、ブレーキ配管

：ABS配線 ：エア配管
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BLINKCODE MO
DU
LA
TO
R

WABCO

2S/2M

①
②
③

④ ⑤

①

②

③

④

⑤

ＡＢＳ電源ソケット

左モジュレータ

右モジュレータ

右センサー

左センサー

ＷＡＢＣＯ　ＶＣＳボクサー（２Ｓ/２Ｍ）の点検



１．点検方法

２．外観およびエア配管、ＡＢＳ配線の接続

【正面】

【側面】 【後面】

自己診断および点検整備資料はVCSのものを使用する。

チャンバーポート（左右）
エアタンク

右モジュレータケーブル

リレーバルブ

（不要ポートにはプラグ）

３．ＡＢＳ配線、ブレーキ配管

：ABS配線 ：エア配管

ＷＡＢＣＯ　ＶＣＳボクサー（４Ｓ/３Ｍ）の点検

６ ４ ３ ５

９
１
３
/７

１
０

１
４
/１
５

YE2 BU1YE1 BU2

RD
YE

BU
/

POWER
DIAGN.

BLINKCODE MO
DU
LA
TO
R

WABCO

2S/2M

①
②
③

④

⑤⑥ ⑦⑧

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

ＡＢＳ電源ソケット

左モジュレータ

右モジュレータ

前軸モジュレータ（軸制御）

前軸右センサー

前軸左センサー

後軸左センサー

後軸右センサー

前軸用モジュレータ

【前軸用モジュレータ】

チャンバー

エアタンク ＥＣＵ左モジュレータ
バルブ



ＷＡＢＣＯ　ＶＣＳ－Ⅱ　２Ｓ/２Ｍ　４Ｓ/３Ｍ　の点検

ＷＡＢＣＯ　ＶＣＳ－Ⅱ　ＡＢＳシステムは自己診断による点検・整備ができます。

１．トラクタのイグニッションキーのＯＮ－ＯＦＦ操作によりトレーラＡＢＳ警告灯を点滅させ自己診断をします。

２．自己診断は現在故障の検出のみが可能です。過去故障の検出には専用テスターが必要です。

３．自己診断の操作

①トラクタと連結する。

②イグニッションキーをＯＮにして数秒たってもトレーラＡＢＳ警告灯が消灯しないことを確認する。

③イグニッションキーをいったんＯＦＦにし、下記のＯＮ－ＯＦＦ操作をするとトレーラＡＢＳ警告灯の点滅が始まり

　故障コードが表示される。

ABS警告灯
の点滅

※1回のキー操作で故障コードは同じものが３回表示される。

※故障コードは現在故障の１つを表示する。複数の故障が発生している場合は表示された故障を修理した後

　同じキー操作により次の故障コードが表示される。

４．故障コード（点滅回数）と故障部位

2S/2M 4S/3M（ﾌﾙﾄﾚ）

－ トレーラ右

右 トレーラ左

－ ドーリー右

左

18 　ＥＣＡＳなど － －

15 　ＥＣＵ

－ －

－ －

14 　電源

右給気バルブ

11 　モジュレータアウトレットバルブ 排気バルブ

－ －

－ －

10 　モジュレータインレットバルブ　１

外付モジュレータ

9 　モジュレータインレットバルブ　２ 左給気バルブ

－ －

－ －

7 　ＡＢＳリレーバルブＲＤ（Ｌ）

6 　スピードセンサー　　ＹＥ２（ｆ） ドーリー左

5 　スピードセンサー　　ＢＵ２（ｅ）

4 　スピードセンサー　　ＹＥ１（ｄ）

3 　スピードセンサー　　ＢＵ１（ｃ）

備　　考故　　障　　部　　位
センサー位置故障コード

(点滅回数)

2 31

消灯

1秒 1秒

ON

OFF

キー操作

トレーラ 点灯



５．点検・整備

点　　検　　手　　順点　　検　　部　　位 図　　　　　　　示

トラクタ側電源ケーブル 1)イグニッションキーをOFFにしてトレーラから

　電源ケーブルを取り外す。

2)イグニッションキーをONにしてテスターで端子

　間の電圧を測定する。

ピン番号/極性 電　　圧

DC24V

DC24V

①②

③

④

⑤

トレーラ側電源ケーブル 1)トラクタのイグニッションキーをＯＦＦにして

　トラクタ側デンゲンケーブルをトレーラに

　接続する。

2)ＥＣＵからトレーラ電源ケーブルを取り外す。

② ①

③

④

⑤

3)トラクタのイグニッションキーをＯＮにして端子

　間の電圧を測定する。

ピン番号/極性 電　　圧

①/＋～④/－

①/＋～④/－

②/＋～③/－

②/＋～③/－

ＤＣ24Ｖ

ＤＣ24Ｖ

3)⑤－③を短絡させてトレーラＡＢＳ警告灯が

　点灯することを確認する。

　点灯しない場合は⑤が断線している。

　点灯することを確認する。

3)⑤－③を短絡させてトレーラＡＢＳ警告灯が

　点灯しない場合は⑤が断線している。

トレーラ電源ケーブルの

導通点検

下記の組み合わせで導通の有無を確認する。

　導通の無い場合は断線している。

名　　　称 カプラ側 ＥＣＵ側

モジュレータ電源

モジュレータ電源

ＥＣＵ電源

ＥＣＵ電源

警告灯

（＋）

（＋）

（－）

（－）

① ①

② ②

③ ③

④ ④

⑤ ⑤ ①

③

⑤

②

④

④⑤

③

①

②

⑤

③

① ②

④

② ①

③

④

⑤



点　検　手　順点　検　部　位 図　　　　　　　示

スピードセンサーの点検 1)イグニッションキーをＯＦＦにしてＥＣＵから

　センサーコネクタを引き抜く。

＋－

＋－

＋－

Ω

Ω

ACV

2)スピードセンサーの点検をする。

　①センサー断線の点検

　　コネクタの端子間の抵抗を測定する。

　②センサー絶縁抵抗の点検

　　センサーとシャーシの抵抗を測定する。

　　正常値：∞

　③センサー出力の点検

　　車軸をジャッキアップしてタイヤを１回転/２秒

　　させて出力電圧を測定する。

　　正常値：100ｍＶ以上

①

②

③

モジュレータ

（４Ｓ/３Ｍ外付け）の点検

1)イグニッションキーをＯＦＦにしてＥＣＵから

　モジュレータケーブルを取り外す。

2)外付けモジュレータのケーブルも取り外す。

3)モジュレータの点検

　モジュレータの端子間の抵抗を点検する。

ピン番号 正常抵抗値

①～②

②～③

10～22Ω

10～22Ω

4)モジュレータケーブルの導通点検

　モジュレータケーブルの両端コネクタで下記の

　組み合わせで導通を点検する。

①

② ③

ＥＣＵ側 ﾓｼﾞｭﾚ ﾀー側

グランド（－）

電源（＋）

電源（＋）

⑤

⑥

⑦

②

①

③

①

②③

① ② ③

⑥

④

⑤ ⑦ ⑧

【モジュレータ側】

【ＥＣＵ側】

　正常値：1.00～1.35KΩ



ＷＡＢＣＯ　ＶＣＳ－Ⅱ（２Ｓ/２Ｍ）　配線・配管図

１．ＥＣＵ接続

２．配線・配管図

⑤

①

②

③ ④

⑥

⑦

⑧

①

②

③

④

⑦

⑧

⑤

⑥

№ 配　　線　・　配　　管

ＡＢＳ電源ケーブル

ダイアグケーブル（オプション）

右センサーケーブル

左センサーケーブル

リレーエマージェンシーバルブ

エアタンク

左ブレーキチャンバー

右ブレーキチャンバー

№

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

品　　　　　　　名 コード番号 数/台 備　　　　　　　考

VCS-Ⅱモジュレータ（２Ｓ/２Ｍ）

ＡＢＳソケット付電源ケーブル

ＡＢＳソケット付電源ケーブル

ＡＢＳ電源ケーブル

ＡＢＳ電源ケーブル

センサーケーブル

センサーケーブル

スピードセンサー

ダイアグケーブル

924301-00100

924301-00090

924301-00091

924301-00092

924301-00093

924301-00124

924301-00123

－

－

1

1

1

1

1

2

2

2

(1)

ＥＣＵ＋モジュレータバルブ

分轄式　9ｍ　④使用時不要

分轄式　6ｍ　②使用時不要

分轄式　3ｍ　ＥＣＵ側　⑤使用時不要

分轄式　6ｍ　ＥＣＵ側　③使用時不要

5.1ｍ　⑦使用時不要

3.8ｍ　⑥使用時不要

車軸に組み込み

オプション

ｻ ﾋーﾞｽ（黄）

ｴﾏ ｼーﾞｪﾝｼ （ー赤）

ﾘﾚ ｴーﾏ ｼーﾞｪﾝｼ ﾊーﾞﾙﾌﾞ

②④ ③⑤

⑥⑦

⑥⑦

⑧

⑧

⑨駐車ﾌﾞﾚ ｷーｺﾝﾄﾛ ﾙーﾊﾞﾙﾌﾞ

①



１．ＥＣＵ接続

２．配線・配管図

⑤

①

②

③ ④
⑥

⑦

⑧

①

№ 配　　線　・　配　　管

№

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

品　　　　　　　名 コード番号 数/台 備　　　　　　　考

ＡＢＳソケット付電源ケーブル

ＡＢＳソケット付電源ケーブル

ＡＢＳ電源ケーブル

ＡＢＳ電源ケーブル

センサーケーブル

センサーケーブル

スピードセンサー

924301-00090

924301-00091

924301-00092

924301-00093

924301-00124

924301-00123

－

1

1

1

1

1

ＥＣＵ＋モジュレータバルブ

分轄式　9ｍ　④使用時不要

分轄式　6ｍ　②使用時不要

分轄式　3ｍ　ＥＣＵ側　⑤使用時不要

分轄式　6ｍ　ＥＣＵ側　③使用時不要

5.1ｍ　⑦使用時不要

3.8ｍ　⑥使用時不要

車軸に組み込み

⑨

⑩

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

ＡＢＳ電源ケーブル

ドーリー用モジュレータケーブル

ダイアグケーブル

ドーリー左センサーケーブル

トレーラ左センサーケーブル

トレーラ右センサーケーブル

ドーリー右センサーケーブル

リレーエマージェンシーバルブ

エアタンク

トレーラ左ブレーキチャンバー

トレーラ右ブレーキチャンバー
⑪

⑫

⑬ ⑭

【ドーリー用モジュレータ】

⑪

⑫

⑬

⑭

ＥＣＵ

エアタンク

ドーリー左ブレーキチャンバー

ドーリー右ブレーキチャンバー

①

②④ ③⑤

⑥⑦

⑥⑦

⑥⑦

⑥⑦
⑧

⑧

⑧

⑧

⑨

⑩

サービス（黄）

ｴﾏ ｼーﾞｪﾝｼｰ
（赤）

ﾘﾚ ｴーﾏ ｼーﾞｪﾝｼ ﾊーﾞﾙﾌﾞ

ＶＣＳ－Ⅱモジュレータ（４Ｓ/３Ｍ）

モジュレータケーブル（外付け用） ダイアグケーブル兼用924301-00098

924301-00080⑩ リレー付モジュレータバルブ

4

4

4

1

1

924301-00101

ＷＡＢＣＯ　ＶＣＳ－Ⅱ（４Ｓ/３Ｍ　フルトレーラ用）　配線・配管図



（ＮＡＢＣＯ・ＢＯＳＣＨ）



ＢＯＳＣＨ　デルタ　２Ｓ/２Ｋの点検

１．本システムは自己診断機能による点検・整備ができます。

２．点検・整備の手順

①キャブ内のトレーラＡＢＳ警告灯が点灯していることを確認する。トラクタ側ＡＢＳケーブルへ正しく給電されているか

　確認する。又は他のトラクタと連結してトレーラ側に故障が発生していることを確認する。

②自己診断により故障部位を特定する。

　【自己診断】

1)トレーラの中央部付近に設置されている、ＥＣＵボックスのふたをあける。

2)トラクタと連結してイグニッションキーをＯＮにする。

　自己診断スイッチを２秒以上押してから離すと自己診断ランプが点滅を始める。

《自己診断スイッチの操作》

ＯＮ（エンジンはかけない）

イグニッションキー

ＯＮ（２秒以上押してからはなす）

自己診断スイッチ

点灯

自己診断ランプ 消灯

《第２ブロックの点滅回数による故障部位の特定》

《事故診断の注意事項》

・第１ブロックが２以外の表示、または第２ブロックの表以外の表示がされる場合はＥＣＵ本体の故障が考え

　られるのでＥＣＵを交換する。

13 ＥＣＵ異常

点滅回数 点滅回数

電源電圧異常又はパワーリレー11

12 左モジュレータ又はモジュレータケーブル

右モジュレータ又はモジュレータケーブル

8 右モジュレータ又はモジュレータケーブル

9 パワーリレー

2

3 左センサー又はセンサーとパルスリングとのギャップ異常

4 右センサー

5 右センサー又はセンサーとパルスリングとのギャップ異常

6 左モジュレータ又はモジュレータケーブル

7

1 正常

2 左センサー

第２ブロック第１ブロック

第１ブロックの 第２ブロックの
故　　　　障　　　　部　　　　位



④自己診断およびマルチテスターを使用して特定された故障部位の部品を交換する。

⑤故障メモリを消去する。

　【手順】

1)トラクタと連結してイグニッションキーをＯＦＦにする。

2)自己診断スイッチを押しながらイグニッションキーをＯＮにする。

　自己診断スイッチは押したままで２秒以上たってからＯＦＦにする。２秒以上ＯＦＦにして再びＯＮにする。

　自己診断ランプが２－１を表示すれば正常。

ＯＮ（エンジンはかけない）

イグニッションキー

自己診断スイッチ

自己診断ランプ（正常になった場合）

3)複数の故障が発生している場合は、ここで次の故障コードが表示される。

4)上記の点検修理、故障メモリの消去を２－１（正常）が表示されるまで繰り返す。

⑥すべての修理を完了して７km/h以上で走行して警告灯が消灯することを確認する。

２秒 ２秒 ２秒



③配線図と電圧、抵抗、導通の点検

①

②

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩ ＪＫＬＭＮ
スピードセンサー

モジュレータ

パワーリレー

自己診断ランプ

自己診断スイッチ

③

④ ⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

【モジュレータ】 【スピードセンサー】 【パワーリレー】

【配線間の点検基準】【ＥＣＵボックス内の配線色と名称】

線 線色 名　　　　　称 名　　　　　称

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

茶

茶

茶

茶

茶

黒

黒

青

青

緑/黄

赤/黒

茶/青

白

赤

左センサー

左センサー

右センサー

右センサー

左モジュレータ

左モジュレータ

左モジュレータ/右モジュレータ

右モジュレータ

右モジュレータ

モジュレータ電源（＋）

モジュレータ電源（－）

ＥＣＵ電源（－）

ＥＣＵ電源（＋）

警告灯

基準値線－線

Ａ－Ｂ 導通　有 左センサー・センサーケーブル

導通　有 右センサー・センサーケーブルＨ－Ｉ

Ｃ－Ｄ

Ｄ－Ｅ

Ｇ－Ｈ

Ｅ－Ｆ

Ｊ－Ｎ

Ｋ－Ｌ

Ｌ－Ｍ

①－③

②－③

④－⑤

⑧－⑩

⑧－⑥

⑦－⑨

２Ω以下

２Ω以下

２Ω以下

２Ω以下

21～29Ｖ

21～29Ｖ

14～21Ω

14～21Ω

950～1450Ω

導通　有

導通　無

作動

左モジュレータ（短絡させる）

左モジュレータ（短絡させる）

右モジュレータ（短絡させる）

右モジュレータ（短絡させる）

モジュレータ電源電圧

ＥＣＵ電源電圧

警告灯点灯 短絡させる

モジュレータ　コイル抵抗

モジュレータ　コイル抵抗

センサー　コイル抵抗

パワーリレー

パワーリレー

⑦(+)　9(-)の電源を供給する



ＡＢＳ
ＢＯＳＣＨ

ＢＯＳＣＨ　カッパー　２Ｓ/２Ｋの点検
１．本システムは自己診断機能による点検・整備ができます。

【ＥＣＵ】

外観 内部（ボルト４本を外してフタを外す）

自己診断スイッチ

（押ボタン）

パワーリレー

自己診断ランプ

（ＬＥＤ）

２．点検・整備の手順

①キャブ内のトレーラＡＢＳ警告灯が点灯していることを確認する。トラクタ側ＡＢＳ電源ケーブルに正しく給電されているか確認する。

　又は他のトラクタと連結してトレーラ側に故障が発生していることを確認する。

②自己診断により故障部位を特定する。

【自己診断の手順】

1)トレーラの中央部付近に設置されているＥＣＵのフタを開ける。

2)トラクタと連結してイグニッションキーをＯＮにする。

3)自己診断スイッチ（押ボタン）を2秒以上押してから離すと自己診断ランプが点滅を始める。

（自己診断の操作と自己診断ランプの点滅表示）

イグニッションキー

自己診断スイッチ

自己診断ランプ

ＯＮ（エンジンはかけない）

ＯＮ（２秒以上押してから離す）

点灯

消灯

第１ブロック 第2ブロック

第1ブロックの

点滅回数 点滅回数

第2ブロックの
故　　　障　　　部　　　位

2

１

3

8

9

12

13

14

《第2ブロックの点滅回数による故障部位の特定》

2

（2S/2K)

正常

左センサー又はセンサーケーブル

右センサー又はセンサーケーブル

左モジュレータ又はモジュレータケーブル

右モジュレータ又はモジュレータケーブル

電源の故障

バルブリレーの故障

ＥＣＵの故障

《故障診断時の注意》

・第1ブロックが２以外の表示、又は第2ブロックの表示が上記の表以外の場合はＥＣＵの故障が考えられるので

　ＥＣＵを交換する。



⑫

⑮

⑯

⑨

⑧②③

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

④自己診断およびマルチテスターを使用して特定された故障部位を部品交換などで修理をする。

⑤故障メモリを消去する。

【故障メモリ消去の手順】

1)トラクタと連結してイグニッションキーをＯＦＦにする。

2)自己診断スイッチを押しながらイグニッションキーをＯＮにする。

　自己診断ランプが２－１（正常）を表示すれば修理完了。

　自己診断スイッチは押したまま２秒以上たってＯＦＦにする。さらに２秒以上たって再びＯＮにする。

3)複数の故障が発生している場合は、ここで次の故障コードを表示する。

4)上記の点検修理、故障メモリの消去を２－１（正常）を表示するまで繰り返す。

《故障メモリ消去の自己診断スイッチの操作と自己診断ランプの点滅表示》

イグニッションキー

自己診断スイッチ

ＯＮ（エンジンはかけない）

2秒 2秒 2秒

自己診断ランプ（正常の場合　2-1）

ＯＮ

ＯＦＦ

⑥すべての修理を完了して７ｋｍ以上で走行してキャブ内のトレーラＡＢＳ警告灯が消灯することを確認する。

３．ＡＢＳシステム配線図

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

部　　　　　　　　　位 線　　　　　色 接続

ＡＢＳ電源

ソケット

モジュレータ電源（＋）

モジュレータ電源（－）

ＥＣＵ電源

右センサー

左センサー

右モジュレータ

左モジュレータ

赤

茶

白・黒・黄

青・茶・緑/黄

青・茶・緑/黄

茶・黒

茶・黒

⑫

⑯

⑮

③

②

⑧

⑨



点　　検　　手　　順点　　検　　部　　位 図　　　　　　　示

トラクタ側電源ケーブル 1)イグニッションキーをOFFにしてトレーラから

　電源ケーブルを取り外す。

2)イグニッションキーをONにしてテスターで端子

　間の電圧を測定する。

ピン番号/極性 電　　圧

DC24V

DC24V

①②

③

④

⑤

トレーラ側電源ケーブル 1)トラクタのイグニッションキーをＯＦＦにして

　トラクタ側デンゲンケーブルをトレーラに

　接続する。

2)ＥＣＵからトレーラ電源ケーブルを取り外す。

3)トラクタのイグニッションキーをＯＮにして端子

　間の電圧を測定する。

ピン番号/極性 電　　圧

①/＋～④/－

①/＋～④/－

②/＋～③/－

②/＋～③/－

ＤＣ24Ｖ

ＤＣ24Ｖ

3)⑤－③を短絡させてトレーラＡＢＳ警告灯が

　点灯することを確認する。

　点灯しない場合は⑤が断線している。

　点灯することを確認する。

3)⑤－③を短絡させてトレーラＡＢＳ警告灯が

　点灯しない場合は⑤が断線している。

トレーラ電源ケーブルの

導通点検

下記の組み合わせで導通の有無を確認する。

　導通の無い場合は断線している。

名　　　称 カプラ側 ＥＣＵ側

モジュレータ電源

モジュレータ電源

ＥＣＵ電源

ＥＣＵ電源

警告灯

（＋）

（＋）

（－）

（－）

① ①

② ②

③ ③

④ ④

⑤ ⑤

⑤

③

① ②

④

①

②

③

④

⑤

①

②

③

④

⑤

名　　　　　称 線色

モジュレータ電源＋

モジュレータ電源－

ＥＣＵ電源－

ＥＣＵ電源＋

警告灯

赤

黒

黄

茶

白

①

②

③

④

⑤

４．点検・整備

①

②

④

モジュレータの点検 モジュレータケーブルを取り外し端子間の抵抗を

測定する。

端子間 正常抵抗値

①－④

②－④

14～21Ω

14～21Ω



点　検　手　順点　検　部　位 図　　　　　　　示

スピードセンサーの点検 1)イグニッションキーをＯＦＦにしてＥＣＵから

　センサーコネクタを引き抜く。

＋－

＋－

＋－

Ω

Ω

ACV

2)スピードセンサーの点検をする。

　①センサー断線の点検

　　コネクタの端子間の抵抗を測定する。

　②センサー絶縁抵抗の点検

　　センサーとシャーシの抵抗を測定する。

　　正常値：∞

　③センサー出力の点検

　　車軸をジャッキアップしてタイヤを１回転/２秒

　　させて出力電圧を測定する。

　　正常値：100ｍＶ以上

①

②

③

モジュレータケーブル

の点検
① ②

②④

④

①

モジュレータ側で導通を確認する。

①－②導通有り

②－④導通有り

線色 確　　　　認

①

②

④

青

茶

緑/黄

正常値：950～2000Ω

（異常が認められた場合はセンサーとセン

サーケーブルをつないで下記の点検を

した後、切り離して再度点検をしセンサー

特定する。）

①

②

③

④

⑤

パワーリレーの点検 １．③と⑤の導通有りを確認する。

２．③と①の導通無しを確認する。

　した時、リレーの作動を確認する。

３．②に電源24V（＋）を供給して④をアース

又は、ケーブルのいずれの異常であるかを



④自己診断およびマルチテスターを使用して特定された故障部位を部品交換などで修理をする。

⑤故障メモリを消去する。

【故障メモリ消去の手順】

1)トラクタと連結してイグニッションキーをＯＦＦにする。

2)自己診断スイッチを押しながらイグニッションキーをＯＮにする。

　自己診断スイッチは押したまま２秒以上たってＯＦＦにする。さらに２秒以上たって再びＯＮにする。

3)複数の故障が発生している場合は、ここで次の故障コードを表示する。

《故障メモリ消去の自己診断スイッチの操作と自己診断ランプの点滅表示》

イグニッションキー

自己診断スイッチ

ＯＮ（エンジンはかけない）

2秒 2秒 2秒

ＯＮ

ＯＦＦ

⑥すべての修理を完了して７ｋｍ以上で走行してキャブ内のトレーラＡＢＳ警告灯が消灯することを確認する。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

③ ② ⑧

⑯

⑮

⑫

⑩

⑪

④⑤

　自己診断ランプが４－１を表示すれば正常。

4)上記の点検・修理、故障メモリの消去を４－１（正常）が表示されるまで繰り返す。

自己診断ランプ（正常の場合　４－１）

部　　　　　位 部　　　　　位 線色線　　　色 接続 接続

ＡＢＳ電源

ソケット

モジュレータ電源（＋）

モジュレータ電源（－）

ＥＣＵ電源

ドーリー軸モジュレータ

トレーラ軸モジュレータ　右

トレーラ軸モジュレータ　左

赤

茶

白・黒・黄

青・茶・緑/黄

青・茶・緑/黄

青・茶・緑/黄

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

ドーリー軸センサー　右

ドーリー軸センサー　左

トレーラ軸センサー　左

トレーラ軸センサー　右

茶・黒

茶・黒

茶・黒

茶・黒

⑫

⑯

⑮

⑧

⑪

⑩

③

②

⑤

④

３．ＡＢＳシステム配線図（フルトレーラ）



④自己診断およびマルチテスターを使用して特定された故障部位を部品交換などで修理をする。

⑤故障メモリを消去する。

【故障メモリ消去の手順】

1)トラクタと連結してイグニッションキーをＯＦＦにする。

2)自己診断スイッチを押しながらイグニッションキーをＯＮにする。

　自己診断スイッチは押したまま２秒以上たってＯＦＦにする。さらに２秒以上たって再びＯＮにする。

3)複数の故障が発生している場合は、ここで次の故障コードを表示する。

《故障メモリ消去の自己診断スイッチの操作と自己診断ランプの点滅表示》

イグニッションキー

自己診断スイッチ

ＯＮ（エンジンはかけない）

2秒 2秒 2秒

ＯＮ

ＯＦＦ

⑥すべての修理を完了して７ｋｍ以上で走行してキャブ内のトレーラＡＢＳ警告灯が消灯することを確認する。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

③ ② ⑧

⑯

⑮

⑫

⑩

⑪

④⑤

　自己診断ランプが４－１を表示すれば正常。

4)上記の点検・修理、故障メモリの消去を４－１（正常）が表示されるまで繰り返す。

自己診断ランプ（正常の場合　４－１）

部　　　　　位 部　　　　　位 線色線　　　色 接続 接続

ＡＢＳ電源

ソケット

モジュレータ電源（＋）

モジュレータ電源（－）

ＥＣＵ電源

ドーリー軸モジュレータ

トレーラ軸モジュレータ　右

トレーラ軸モジュレータ　左

赤

茶

白・黒・黄

青・茶・緑/黄

青・茶・緑/黄

青・茶・緑/黄

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

ドーリー軸センサー　右

ドーリー軸センサー　左

トレーラ軸センサー　左

トレーラ軸センサー　右

茶・黒

茶・黒

茶・黒

茶・黒

⑫

⑯

⑮

⑧

⑪

⑩

③

②

⑤

④

３．ＡＢＳシステム配線図（フルトレーラ）



点　　検　　手　　順点　　検　　部　　位 図　　　　　　　示

トラクタ側電源ケーブル 1)イグニッションキーをOFFにしてトレーラから

　電源ケーブルを取り外す。

2)イグニッションキーをONにしてテスターで端子

　間の電圧を測定する。

ピン番号/極性 電　　圧

DC24V

DC24V

①②

③

④

⑤

トレーラ側電源ケーブル 1)トラクタのイグニッションキーをＯＦＦにして

　トラクタ側デンゲンケーブルをトレーラに

　接続する。

2)ＥＣＵからトレーラ電源ケーブルを取り外す。

3)トラクタのイグニッションキーをＯＮにして端子

　間の電圧を測定する。

ピン番号/極性 電　　圧

①/＋～④/－

①/＋～④/－

②/＋～③/－

②/＋～③/－

ＤＣ24Ｖ

ＤＣ24Ｖ

3)⑤－③を短絡させてトレーラＡＢＳ警告灯が

　点灯することを確認する。

　点灯しない場合は⑤が断線している。

　点灯することを確認する。

3)⑤－③を短絡させてトレーラＡＢＳ警告灯が

　点灯しない場合は⑤が断線している。

トレーラ電源ケーブルの

導通点検

下記の組み合わせで導通の有無を確認する。

　導通の無い場合は断線している。

名　　　称 カプラ側 ＥＣＵ側

モジュレータ電源

モジュレータ電源

ＥＣＵ電源

ＥＣＵ電源

警告灯

（＋）

（＋）

（－）

（－）

① ①

② ②

③ ③

④ ④

⑤ ⑤

⑤

③

① ②

④

①

②

③

④

⑤

①

②

③

④

⑤

名　　　　　称 線色

モジュレータ電源＋

モジュレータ電源－

ＥＣＵ電源－

ＥＣＵ電源＋

警告灯

赤

黒

黄

茶

白

①

②

③

④

⑤

４．点検・整備

①

②

④

モジュレータの点検 モジュレータケーブルを取り外し端子間の抵抗を

測定する。

端子間 正常抵抗値

①－④

②－④

14～21Ω

14～21Ω



点　検　手　順点　検　部　位 図　　　　　　　示

スピードセンサーの点検 1)イグニッションキーをＯＦＦにしてＥＣＵから

　センサーコネクタを引き抜く。

＋－

＋－

＋－

Ω

Ω

ACV

2)スピードセンサーの点検をする。

　①センサー断線の点検

　　コネクタの端子間の抵抗を測定する。

　②センサー絶縁抵抗の点検

　　センサーとシャーシの抵抗を測定する。

　　正常値：∞

　③センサー出力の点検

　　車軸をジャッキアップしてタイヤを１回転/２秒

　　させて出力電圧を測定する。

　　正常値：100ｍＶ以上

①

②

③

モジュレータケーブル

の点検
① ②

②④

④

①

モジュレータ側で導通を確認する。

①－②導通有り

②－④導通有り

線色 確　　　　認

①

②

④

青

茶

緑/黄

正常値：950～2000Ω

（異常が認められた場合はセンサーとセン

サーケーブルをつないで下記の点検を

した後、切り離して再度点検をしセンサー

特定する。）

①

②

③

④

⑤

パワーリレーの点検 １．③と⑤の導通有りを確認する。

２．③と①の導通無しを確認する。

　した時、リレーの作動を確認する。

３．②に電源24V（＋）を供給して④をアース

又は、ケーブルのいずれの異常であるかを



NABCO

BOSCH

ＢＯＳＣＨ　ミニカッパー　２Ｓ/２Ｋの点検
１．本システムは自己診断機能による点検・整備ができます。

【ＥＣＵ】 自己診断スイッチ

自己診断ランプ

マイナスドライバーなどで

短絡させてＯＮ

ＬＥＤ

確認できる。

左側のみ開閉して点検する。

右側は分解（開閉）不可

点滅はフタをしたままでも

２．点検・整備の手順

①故障が発生するとトラクタのキャブ内のトレーラＡＢＳ警告灯が点灯する。

②他のトラクタと連結するなどしてトレーラ側のＡＢＳに故障が発生していることを確認する。

③本システムは故障の発生した時点で故障コードを表示している。（自己診断ランプが点滅する。）

　又はＥＣＵのフタを開けて自己診断スイッチをマイナスドライバーなどで短絡させて故障コードを表示させる。

（自己診断の操作と自己診断ランプの点滅表示）

イグニッションキー

自己診断スイッチ（端子短絡）

自己診断ランプ

ＯＮ（エンジンはかけない）

ＯＮ（2秒以上短絡させてから離す）

点灯

消灯

第１ブロック 第２ブロック

④第２ブロックの点滅回数によって故障箇所を特定する。

（点滅回数と故障箇所）

点滅回数 点滅回数

第２ブロック第１ブロック
故　　　　障　　　　箇　　　　所

２

（２Ｓ/２Ｋ）

１

２

４

３

５

８

10

９

12

11

14

正常（異常なし）

右センサーまたはセンサーケーブル

左センサーまたはセンサーケーブル

左モジュレータまたはモジュレータケーブル

右モジュレータまたはモジュレータケーブル

供給電源

ＥＣＵ

注意 1)第１ブロックが２以外の表示、または第２ブロックの点滅回数が表に無い時はＥＣＵの故障が考えられるので

　ＥＣＵを交換する。

2)車輪速センサーの故障である２．３．４．５の点滅回数で最後の点滅が長い（0.9秒）場合はセンサーの出力異常である。



⑤自己診断およびマルチテスターを使用して特定された故障部位を部品交換などで修理をする。

⑥故障メモリの消去をする。

1)トラクタと連結してイグニッションキーをＯＦＦにする。

2)自己診断スイッチ端子を短絡させながらイグニッションキーをＯＮにする。２秒以上ＯＮの後２秒以上ＯＦＦにする。

　２秒以上ＯＮにして故障コード２－１を表示すれば正常。

【故障メモリの消去の手順】

3)複数の故障が発生している場合はここで次の故障コードが表示される。

4)上記の点検と修理および故障コードの消去を２－１（正常）が表示されるまで繰り返す。

（故障メモリ消去の自己診断スイッチとイグニッションキーの操作）

イグニッションキー

自己診断スイッチ（端子短絡）

ＯＮ（エンジンはかけない）

２秒 ２秒 ２秒

ＯＮ

ＯＦＦ

自己診断ランプ（正常の場合２－１）

⑫

⑮

⑯

⑨

⑧②③

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

NABCO

BOSCH

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

部　　　　　　　　　位 線　　　　　色 接続

ＡＢＳ電源

ソケット

モジュレータ電源（＋）

モジュレータ電源（－）

ＥＣＵ電源

右センサー

左センサー

右モジュレータ

左モジュレータ

赤

茶

白・黒・黄

青・茶・緑/黄

青・茶・緑/黄

茶・黒

茶・黒

⑫

⑯

⑮

③

②

⑧

⑨

３．ＡＢＳシステム配線図

Ｆ

Ｆ 自己診断スイッチ（短絡端子） ～ ～

⑦すべての修理を完了して7km/h以上で走行してトレーラＡＢＳ警告灯が消灯することを確認する。



点　　検　　手　　順点　　検　　部　　位 図　　　　　　　示

トラクタ側電源ケーブル 1)イグニッションキーをOFFにしてトレーラから

　電源ケーブルを取り外す。

2)イグニッションキーをONにしてテスターで端子

　間の電圧を測定する。

ピン番号/極性 電　　圧

DC24V

DC24V

①②

③

④

⑤

トレーラ側電源ケーブル 1)トラクタのイグニッションキーをＯＦＦにして

　トラクタ側デンゲンケーブルをトレーラに

　接続する。

2)ＥＣＵからトレーラ電源ケーブルを取り外す。

3)トラクタのイグニッションキーをＯＮにして端子

　間の電圧を測定する。

ピン番号/極性 電　　圧

①/＋～④/－

①/＋～④/－

②/＋～③/－

②/＋～③/－

ＤＣ24Ｖ

ＤＣ24Ｖ

3)⑤－③を短絡させてトレーラＡＢＳ警告灯が

　点灯することを確認する。

　点灯しない場合は⑤が断線している。

　点灯することを確認する。

3)⑤－③を短絡させてトレーラＡＢＳ警告灯が

　点灯しない場合は⑤が断線している。

トレーラ電源ケーブルの

導通点検

下記の組み合わせで導通の有無を確認する。

　導通の無い場合は断線している。

名　　　称 カプラ側 ＥＣＵ側

モジュレータ電源

モジュレータ電源

ＥＣＵ電源

ＥＣＵ電源

警告灯

（＋）

（＋）

（－）

（－）

① ①

② ②

③ ③

④ ④

⑤ ⑤

⑤

③

① ②

④

①

②

③

④

⑤

①

②

③

④

⑤

名　　　　　称 線色

モジュレータ電源＋

モジュレータ電源－

ＥＣＵ電源－

ＥＣＵ電源＋

警告灯

赤

黒

黄

茶

白

①

②

③

④

⑤

４．点検・整備

①

②

④
モジュレータの点検 モジュレータケーブルを取り外し端子間の抵抗を

測定する。

端子間 正常抵抗値

①－④

②－④

14～21Ω

14～21Ω



点　検　手　順点　検　部　位 図　　　　　　　示

スピードセンサーの点検 1)イグニッションキーをＯＦＦにしてＥＣＵから

　センサーコネクタを引き抜く。

＋－

＋－

＋－

Ω

Ω

ACV

2)スピードセンサーの点検をする。

　①センサー断線の点検

　　コネクタの端子間の抵抗を測定する。

　②センサー絶縁抵抗の点検

　　センサーとシャーシの抵抗を測定する。

　　正常値：∞

　③センサー出力の点検

　　車軸をジャッキアップしてタイヤを１回転/２秒

　　させて出力電圧を測定する。

　　正常値：100ｍＶ以上

①

②

③

モジュレータケーブル

の点検
① ②

②④

④

①

モジュレータ側で導通を確認する。

①－②導通有り

②－④導通有り

線色 確　　　　認

①

②

④

青

茶

緑/黄

正常値：950～2000Ω

（異常が認められた場合はセンサーとセン

サーケーブルをつないで下記の点検を

した後、切り離して再度点検をしセンサー

特定する。）

又は、ケーブルのいずれの異常であるかを



NABCO

BOSCH

１．本システムは自己診断機能による点検・整備ができます。

【ＥＣＵ】 自己診断スイッチ

自己診断ランプ

マイナスドライバーなどで

短絡させてＯＮ

ＬＥＤ

確認できる。

左側のみ開閉して点検する。

右側は分解（開閉）不可

点滅はフタをしたままでも

２．点検・整備の手順

①故障が発生するとトラクタのキャブ内のトレーラＡＢＳ警告灯が点灯する。

②他のトラクタと連結するなどしてトレーラ側のＡＢＳに故障が発生していることを確認する。

③本システムは故障の発生した時点で故障コードを表示している。（自己診断ランプが点滅する。）

　又はＥＣＵのフタを開けて自己診断スイッチをマイナスドライバーなどで短絡させて故障コードを表示させる。

（自己診断の操作と自己診断ランプの点滅表示）

イグニッションキー

自己診断スイッチ（端子短絡）

自己診断ランプ

ＯＮ（エンジンはかけない）

ＯＮ（2秒以上短絡させてから離す）

点灯

消灯

第１ブロック 第２ブロック

④第２ブロックの点滅回数によって故障箇所を特定する。

（点滅回数と故障箇所）

点滅回数 点滅回数

第２ブロック第１ブロック
故　　　　障　　　　箇　　　　所

１

２

注意

　ＥＣＵを交換する。

2)車輪速センサーの故障である２．３．４．５の点滅回数で最後の点滅が長い（0.9秒）場合はセンサーの出力異常である。

ＢＯＳＣＨ　ミニカッパー　４Ｓ/３Ｋの点検

５

（４Ｓ/３Ｋ）

３

４

５

８

９

10

12

13

14

正常（異常無し）

左中軸センサー又はセンサーケーブル（フルトレはトレーラ軸）

右中軸センサー又はセンサーケーブル（フルトレはトレーラ軸）

右前軸センサー又はセンサーケーブル（フルトレはドーリー軸）

左前軸センサー又はセンサーケーブル（フルトレはドーリー軸）

左中軸モジュレータ又はケーブル（フルトレはトレーラ軸）

右中軸モジュレータ又はケーブル（フルトレはトレーラ軸）

前軸モジュレータ又はケーブル（フルトレはドーリー軸）

電源の故障

バルブリレーの故障

ＥＣＵの故障

1)第１ブロックが５以外の表示、または第２ブロックの点滅回数が表に無い時はＥＣＵの故障が考えられるので



⑤自己診断およびマルチテスターを使用して特定された故障部位を部品交換などで修理をする。

⑥故障メモリの消去をする。

1)トラクタと連結してイグニッションキーをＯＦＦにする。

2)自己診断スイッチ端子を短絡させながらイグニッションキーをＯＮにする。２秒以上ＯＮの後２秒以上ＯＦＦにする。

【故障メモリの消去の手順】

3)複数の故障が発生している場合はここで次の故障コードが表示される。

（故障メモリ消去の自己診断スイッチとイグニッションキーの操作）

イグニッションキー

自己診断スイッチ（端子短絡）

ＯＮ（エンジンはかけない）

２秒 ２秒 ２秒

ＯＮ

ＯＦＦ

⑦すべての修理を完了して7km/h以上で走行してトレーラＡＢＳ警告灯が消灯することを確認する。

　２秒以上ＯＮにして故障コード５－１を表示すれば正常。

4)上記の点検と修理および故障コードの消去を５－１（正常）が表示されるまで繰り返す。

自己診断ランプ（正常の場合５－１）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

③ ② ⑧

⑯

⑮

⑫

⑩④⑤

NABCO

BOSCH

NABCO

BOSCH

⑨

３．ＡＢＳシステム配線図（フルトレーラ）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

部　　　　　位 部　　　　　位 線色線　　　色 接続 接続

ＡＢＳ電源

ソケット

モジュレータ電源（＋）

モジュレータ電源（－）

ＥＣＵ電源

ドーリー軸モジュレータ

トレーラ軸モジュレータ　右

トレーラ軸モジュレータ　左

赤

茶

白・黒・黄

青・茶・緑/黄

青・茶・緑/黄

青・茶・緑/黄

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

ドーリー軸センサー　右

ドーリー軸センサー　左

トレーラ軸センサー　左

トレーラ軸センサー　右

茶・黒

茶・黒

茶・黒

茶・黒

⑫

⑯

⑮

②

③

④

⑤

⑧

⑩

⑨



点　　検　　手　　順点　　検　　部　　位 図　　　　　　　示

トラクタ側電源ケーブル 1)イグニッションキーをOFFにしてトレーラから

　電源ケーブルを取り外す。

2)イグニッションキーをONにしてテスターで端子

　間の電圧を測定する。

ピン番号/極性 電　　圧

DC24V

DC24V

①②

③

④

⑤

トレーラ側電源ケーブル 1)トラクタのイグニッションキーをＯＦＦにして

　トラクタ側デンゲンケーブルをトレーラに

　接続する。

2)ＥＣＵからトレーラ電源ケーブルを取り外す。

3)トラクタのイグニッションキーをＯＮにして端子

　間の電圧を測定する。

ピン番号/極性 電　　圧

①/＋～④/－

①/＋～④/－

②/＋～③/－

②/＋～③/－

ＤＣ24Ｖ

ＤＣ24Ｖ

3)⑤－③を短絡させてトレーラＡＢＳ警告灯が

　点灯することを確認する。

　点灯しない場合は⑤が断線している。

　点灯することを確認する。

3)⑤－③を短絡させてトレーラＡＢＳ警告灯が

　点灯しない場合は⑤が断線している。

トレーラ電源ケーブルの

導通点検

下記の組み合わせで導通の有無を確認する。

　導通の無い場合は断線している。

名　　　称 カプラ側 ＥＣＵ側

モジュレータ電源

モジュレータ電源

ＥＣＵ電源

ＥＣＵ電源

警告灯

（＋）

（＋）

（－）

（－）

① ①

② ②

③ ③

④ ④

⑤ ⑤

⑤

③

① ②

④

①

②

③

④

⑤

①

②

③

④

⑤

名　　　　　称 線色

モジュレータ電源＋

モジュレータ電源－

ＥＣＵ電源－

ＥＣＵ電源＋

警告灯

赤

黒

黄

茶

白

①

②

③

④

⑤

４．点検・整備

①

②

④
モジュレータの点検 モジュレータケーブルを取り外し端子間の抵抗を

測定する。

端子間 正常抵抗値

①－④

②－④

14～21Ω

14～21Ω



点　検　手　順点　検　部　位 図　　　　　　　示

スピードセンサーの点検 1)イグニッションキーをＯＦＦにしてＥＣＵから

　センサーコネクタを引き抜く。

＋－

＋－

＋－

Ω

Ω

ACV

2)スピードセンサーの点検をする。

　①センサー断線の点検

　　コネクタの端子間の抵抗を測定する。

　②センサー絶縁抵抗の点検

　　センサーとシャーシの抵抗を測定する。

　　正常値：∞

　③センサー出力の点検

　　車軸をジャッキアップしてタイヤを１回転/２秒

　　させて出力電圧を測定する。

　　正常値：100ｍＶ以上

①

②

③

モジュレータケーブル

の点検
① ②

②④

④

①

モジュレータ側で導通を確認する。

①－②導通有り

②－④導通有り

線色 確　　　　認

①

②

④

青

茶

緑/黄

正常値：950～2000Ω

（異常が認められた場合はセンサーとセン

サーケーブルをつないで下記の点検を

した後、切り離して再度点検をしセンサー

特定する。）

又は、ケーブルのいずれの異常であるかを



Ａ Ｂ

1 2 3 4 5 6

789101112

1 2 3 4 5 6

789101112

コネクタＡ コネクタＢ

カバーを外す

コネクタ　Ａ コネクタ　Ｂ

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 12

モジュレータ電源　－

モジュレータ電源　＋

ＥＣＵ電源　＋

ＥＣＵ電源　－

警告灯

茶

赤

黄

白

黒
センサー　左

センサー　右

モジュレータ　右

モジュレータ　右

モジュレータ　左

黄

茶

茶

黒

黒

黄

白

白

黒

黒

モジュレータ　左

ＫＮＯＲＲ　Ａ18（２Ｓ/２Ｋ）　ケーブル接続図



点　　検　　手　　順点　　検　　部　　位 図　　　　　　　示

トラクタ側電源ケーブル 1)イグニッションキーをOFFにしてトレーラから

　電源ケーブルを取り外す。

2)イグニッションキーをONにしてテスターで端子

　間の電圧を測定する。

ピン番号/極性 電　　圧

DC24V

DC24V

①②

③

④

⑤

トレーラ側電源ケーブル 1)トラクタのイグニッションキーをＯＦＦにして

　トラクタ側デンゲンケーブルをトレーラに

　接続する。

2)ＥＣＵからトレーラ電源ケーブルを取り外す。

3)トラクタのイグニッションキーをＯＮにして端子

　間の電圧を測定する。

ピン番号/極性 電　　圧

①/＋～④/－

①/＋～④/－

②/＋～③/－

②/＋～③/－

ＤＣ24Ｖ

ＤＣ24Ｖ

3)⑤－③を短絡させてトレーラＡＢＳ警告灯が

　点灯することを確認する。

　点灯しない場合は⑤が断線している。

　点灯することを確認する。

3)⑤－③を短絡させてトレーラＡＢＳ警告灯が

　点灯しない場合は⑤が断線している。

トレーラ電源ケーブルの

導通点検

下記の組み合わせで導通の有無を確認する。

　導通の無い場合は断線している。

名　　　称 カプラ側 ＥＣＵ側

モジュレータ電源

モジュレータ電源

ＥＣＵ電源

ＥＣＵ電源

警告灯

（＋）

（＋）

（－）

（－）

① ①

② ②

③ ③

④ ④

⑤ ⑤

⑤

③

① ②

④

①

②

③

④

⑤

名　　　　　称 線色

モジュレータ電源＋

モジュレータ電源－

ＥＣＵ電源－

ＥＣＵ電源＋

警告灯

赤

黒

黄

茶

白

①

②

④
モジュレータの点検 モジュレータケーブルを取り外し端子間の抵抗を

測定する。

端子間 正常抵抗値

①－④

②－④

14～21Ω

14～21Ω

①

②

③

④

⑥

矢視　Ａ

Ａ

1/2

④

①③

⑤

②

ＫＮＯＲＲ　Ａ18 ケーブル類の点検



点　検　手　順点　検　部　位 図　　　　　　　示

スピードセンサーの点検 1)イグニッションキーをＯＦＦにしてＥＣＵから

＋－

＋－

＋－

Ω

Ω

ACV

2)スピードセンサーの点検をする。

　①センサー断線の点検

　　コネクタの端子間の抵抗を測定する。

　②センサー絶縁抵抗の点検

　　センサーとシャーシの抵抗を測定する。

　　正常値：∞

　③センサー出力の点検

　　車軸をジャッキアップしてタイヤを１回転/２秒

　　させて出力電圧を測定する。

　　正常値：100ｍＶ以上

①

②

③

の点検

正常値：950～2000Ω

（異常が認められた場合はセンサーとセン

サーケーブルをつないで下記の点検を

した後、切り離して再度点検をしセンサー

特定する。）

又は、ケーブルのいずれの異常であるかを

コンビネーションケーブル

ＥＣＵ側の端子間で抵抗を測定する。

ケーブルをセンサー、モジュレータに接続して

⑤

①

②

③

④

⑥⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

①

②

①

②③

④

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

矢視Ａ

矢視Ｂ

矢視Ｃ

故障箇所 点　　検 ＥＣＵ側コネクタで確認 ケーブル側端子 規格値

センサー左

センサー右

モジュレータ右

モジュレータ左

コイル抵抗

ＡＶ側コイル抵抗

ＡＶ側コイル抵抗

ＨＶ側コイル抵抗

ＨＶ側コイル抵抗

２－３端子間抵抗

４－５端子間抵抗

11－12端子間抵抗

１－12端子間抵抗

８－７端子間抵抗

６－７端子間抵抗

１－２端子

１－２端子

３－２端子

１－２端子

３－２端子

950～2000Ω

14～21Ω

コンビネーションケーブルを引き抜く。

2/2



本システムは自己診断機能による点検・整備ができます。自己診断の方法は下記の２種類あります。

１．故障発生時の自動ブリンク機能による故障コードの表示。

（トラクタキャブ内のトレーラＡＢＳ警告灯を点滅させることにより故障コードを表示する。）

２．ダイアグチェッカー（故障診断用専用テスター）による故障コードの表示。

（本システムの故障メモリの消去はダイアグチェッカーのみで可能。ＥＣＵ内に残る過去の故障メモリは通常の機能に影響は無い。）

１．自動ブリンク機能による故障診断（通常の点検）

1)トレーラと連結してイグニッションキーをＯＮにした時、ＡＢＳに故障が発生していれば、トラクタキャブ内のトレーラＡＢＳ警告灯が

　点滅して故障コードを表ｊする。

①自動ブリンク機能の作動は下記の２種類がある。

　コードを表示する。

2)走行中、トラクタキャブ内のトレーラＡＢＳ警告灯が点灯した場合、停止して数秒後にトレーラＡＢＳ警告灯が点滅を開始して故障

1)故障コードの表示は２ブロックからなっており、２Ｓ/２Ｋシステムの場合第１ブロックの点滅回数は２となる。

　（第２ブロックの故障コードは別表を参照）

2)故障コードの表示は１回の操作で３回表示される。

3)故障コードによって特定された故障を修理した後、トラクタと連結して20km/h以上で走行してトレーラＡＢＳ警告灯が消灯することを

　確認する。

　消灯しない場合は故障診断と修理を行い20km/h以上で走行してＡＢＳ警告灯が消灯することを確認する。

②故障コードの表示と点検・修理

4)本自動ブリンク機能による故障メモリの消去はできない。（専用テスターが必要）

【故障コードの表示】

イグニッションキー

ＯＮ

トラクタキャブ内ＡＢＳ警告灯

点灯

消灯

第１ブロック 第１ブロック第２ブロック

１回目表示 ２回目表示約3.5秒

故障コードには入れない ３回表示される

２．ダイアグチェッカー（専用テスター）による自己診断

①トラクタと連結してＡＢＳシステムの電源を供給できるようにする。（イグニッションキーをＯＦＦにする。）

②ＥＣＵのふたを開けて電源ケーブルを取り外し、ＥＣＵにダイアグチェッカーを接続して更に電源ケーブルを接続する。

Ａ18ＥＣＵ（ふたを外す）

ダイアグチェッカー 電源ケーブル

押しボタンスイッチ

（故障コード表示ＬＥＤ）

ＫＮＯＲＲ　Ａ18（２Ｓ/２Ｋ）の点検



③イグニッションキーをＯＮにしてＡＢＳシステムに電源を供給する。

④ダイアグチェッカーの押しボタンスイッチを３秒以上押し（ＯＮ）、離す（ＯＦＦ）。

⑤ダイアグチェッカーのＬＥＤの点滅により故障コードを表示する。

⑥故障コードの表示は２ブロックからなり２Ｓ/２Ｋの第１ブロックの点滅回数は２回である。

（第２ブロックの故障コードは別表を参照）

（ＬＥＤが点滅中はトラクタキャブ内のトレーラＡＢＳ警告灯も点滅する。）

【ダイアグチェッカーの操作と故障コードの表示】

イグニッションキー

押しボタンスイッチ

ＬＥＤ

ＯＮ

ＯＮ

ＯＦＦ

点灯

消灯

１秒以上
３秒以上

第１ブロック 第２ブロック

⑦故障コードにより特定された故障部位を部品交換などにより修理をする。

⑧故障コードの確認をして２－１（正常）を表示しトラクタと連結して20km/h以上で走行してトレーラＡＢＳ警告灯が消灯して修理完了。

　（この時、複数の故障が発生している場合は次の故障コードを表示するので点検・修理を繰り返す。）

３．故障メモリの消去

①故障メモリの消去はダイアグチェッカー（専用テスター）を使用してのみ実施できる。

　（自動ブリンクコードを使用して故障修理を行いＥＣＵ内に故障メモりが残っていても実走行には問題ない。）

②ダイアグチェッカーの押しボタンを押したままイグニッションキーをＯＦＦ→ＯＮ操作でメモリ消去は完了する。

【故障メモリ消去の手順】

イグニッションキー

押しボタンスイッチ

ＬＥＤ

ＯＮ

ＯＮ

点灯

１秒以上
３秒以上 ３秒以上

第１ブロック 第２ブロック

故障がすべて解消された時には２－１（正常）を表示する。



KNORR  A18（２Ｓ/２Ｋ）　故障コード一覧表

第１ブロック 第２ブロック

点滅回数 点滅回数

1 ・正常

・センサー　－　ＥＣＵ間の各コネ ・目視にて各コネクタ、ケーブルを確認

2 ・左センサー 　クタの接続不良、水の浸入

2 ・センサー又はケーブルの不良 ・センサーのコイル抵抗を確認

・センサーをケーブルに接続した状態で、

（２Ｓ/２Ｋ） 3 ・左センサー 　ケーブルのＥＣＵ側コネクタの各端子間

　抵抗を確認

・センサー　－　パルスリング間の ・センサー　－　パルスリング間のエアギャ

　エアガップ過大 　ップの確認

・センサーの出力電圧不良 ・センサーテスターでセンサー出力電圧の

・パルスリングの倒れ、損傷 　確認

・ホイールベアリングのガタ

・モジュレータ　－　ＥＣＵ間の各コ ・目視にて各コネクタ、ケーブルを確認

8 ・左モジュレータ 　ネクタの接続不良、水の浸入

・モジュレータ又はｹｰﾌﾞﾙの不良 ・モジュレータのコイル抵抗を確認

9 ・右モジュレータ ・モジュレータをケーブルに接続した状態

　でケーブルのＥＣＵ側コネクタの各端子

　間の抵抗を確認

・トラクタからのＡＢＳジャンパーケー ・目視にて各コネクタ、ケーブルを確認

11 　ブル　－　ＥＣＵ間の各コネクタの

12 　接続不良、水の浸入

・ＡＢＳジャンパーケーブル（ＡＢＳ ・ＡＢＳジャンパーケーブルの各端子間の

　ソケット、プラグ）、又はトラクタの 　電圧、抵抗を確認

　供給電源ラインの異常

・ソースケーブルの不良 ・ＡＢＳジャンパーケーブルを接続した状態

　でＥＣＵ側コネクタの各端子間の電圧、抵

　抗を確認

14 ・ＥＣＵ ・ＥＣＵ不良 ・ダイアグチェッカーで故障メモリを消去し

　故障コード２－１を表示すれば正常

・ＥＣＵを交換後、再確認をする

・供給電源 ・故障コード11、12の確認をする

・ＥＣＵ ・故障コード14の確認をする

・作業ミス ・再確認をする

・７極ケーブル、カップ ・故障コード表示無しの確認とトラクタ側の

　プリング関連 　インフォーメーションユニットの点検をする

・トラクタ側インフォー

　メーションユニットトレーラＡＢＳレスランプ

点灯

故障コード表示無し

故障コード表示無し

＋

故　障　部　位 原　　　因 原　因　確　認　方　法

・供給電源



クノールＡ18コンパクトモジュール（２Ｓ/２Ｋ）の点検
１．点検

①自己診断の方法およびケーブル類の点検はＡ18システムとまったく同じである。

②点検用の資料等はＡ18のものを使用する。

２．ＥＣＵ、モジュレータへの接続

【後面】 【左側面】 【前面】

右モジュレータケーブル 左モジュレータケーブル

エアタンクから

リレーバルブから チャンバーポート（左右各３　未使用はプラグ）

ＥＣＵ

左チャンバー

右チャンバー

3.システム配線・配管図

：エア配管 ：ＡＢＳ配線

①

②

③

⑤

⑤

サービス（黄）

エマージェンシー（赤）

④

№ 品　　　　　　　　　名 コード番号 数/台 備　　　　　　　　　考

①

②

③

④

⑤

Ａ18コンパクトモジュルＥＣＵモジュレータ

ＡＢＳ電源ケーブル

コンビネーションケーブル

リレーエマージェンシーバルブ

スピードセンサー

－

－

９２４２０１－０００５８

９２４２０１－０００５１

９２４２０１－０００５９

1

1

1

1

2

ＲＥ－６

車軸に付属



本システムは自己診断機能による点検・整備ができます。自己診断の方法は下記の２種類あります。

１．故障発生時の自動ブリンク機能による故障コードの表示。

（トラクタキャブ内のトレーラＡＢＳ警告灯を点滅させることにより故障コードを表示する。）

２．ダイアグチェッカー（故障診断用専用テスター）による故障コードの表示。

（本システムの故障メモリの消去はダイアグチェッカーのみで可能。ＥＣＵ内に残る過去の故障メモリは通常の機能に影響は無い。）

１．自動ブリンク機能による故障診断（通常の点検）

1)トレーラと連結してイグニッションキーをＯＮにした時、ＡＢＳに故障が発生していれば、トラクタキャブ内のトレーラＡＢＳ警告灯が

　点滅して故障コードを表ｊする。

①自動ブリンク機能の作動は下記の２種類がある。

　コードを表示する。

2)走行中、トラクタキャブ内のトレーラＡＢＳ警告灯が点灯した場合、停止して数秒後にトレーラＡＢＳ警告灯が点滅を開始して故障

1)故障コードの表示は２ブロックからなっており、２Ｓ/２Ｋシステムの場合第１ブロックの点滅回数は２となる。

　（第２ブロックの故障コードは別表を参照）

2)故障コードの表示は１回の操作で３回表示される。

3)故障コードによって特定された故障を修理した後、トラクタと連結して20km/h以上で走行してトレーラＡＢＳ警告灯が消灯することを

　確認する。

　消灯しない場合は故障診断と修理を行い20km/h以上で走行してＡＢＳ警告灯が消灯することを確認する。

②故障コードの表示と点検・修理

4)本自動ブリンク機能による故障メモリの消去はできない。（専用テスターが必要）

【故障コードの表示】

イグニッションキー

ＯＮ

トラクタキャブ内ＡＢＳ警告灯

点灯

消灯

第１ブロック 第１ブロック第２ブロック

１回目表示 ２回目表示約3.5秒

故障コードには入れない ３回表示される

２．ダイアグチェッカー（専用テスター）による自己診断

①トラクタと連結してＡＢＳシステムの電源を供給できるようにする。（イグニッションキーをＯＦＦにする。）

②ＥＣＵのふたを開けて電源ケーブルを取り外し、ＥＣＵにダイアグチェッカーを接続して更に電源ケーブルを接続する。

Ａ18ＥＣＵ（ふたを外す）

ダイアグチェッカー 電源ケーブル

押しボタンスイッチ

（故障コード表示ＬＥＤ）

ＫＮＯＲＲ　Ａ18 コンパクトモジュール（２Ｓ/２Ｋ）の点検



③イグニッションキーをＯＮにしてＡＢＳシステムに電源を供給する。

④ダイアグチェッカーの押しボタンスイッチを３秒以上押し（ＯＮ）、離す（ＯＦＦ）。

⑤ダイアグチェッカーのＬＥＤの点滅により故障コードを表示する。

⑥故障コードの表示は２ブロックからなり２Ｓ/２Ｋの第１ブロックの点滅回数は２回である。

（第２ブロックの故障コードは別表を参照）

（ＬＥＤが点滅中はトラクタキャブ内のトレーラＡＢＳ警告灯も点滅する。）

【ダイアグチェッカーの操作と故障コードの表示】

イグニッションキー

押しボタンスイッチ

ＬＥＤ

ＯＮ

ＯＮ

ＯＦＦ

点灯

消灯

１秒以上
３秒以上

第１ブロック 第２ブロック

⑦故障コードにより特定された故障部位を部品交換などにより修理をする。

⑧故障コードの確認をして２－１（正常）を表示しトラクタと連結して20km/h以上で走行してトレーラＡＢＳ警告灯が消灯して修理完了。

　（この時、複数の故障が発生している場合は次の故障コードを表示するので点検・修理を繰り返す。）

３．故障メモリの消去

①故障メモリの消去はダイアグチェッカー（専用テスター）を使用してのみ実施できる。

　（自動ブリンクコードを使用して故障修理を行いＥＣＵ内に故障メモりが残っていても実走行には問題ない。）

②ダイアグチェッカーの押しボタンを押したままイグニッションキーをＯＦＦ→ＯＮ操作でメモリ消去は完了する。

【故障メモリ消去の手順】

イグニッションキー

押しボタンスイッチ

ＬＥＤ

ＯＮ

ＯＮ

点灯

１秒以上
３秒以上 ３秒以上

第１ブロック 第２ブロック

故障がすべて解消された時には２－１（正常）を表示する。



KNORR  A18コンパクトモジュール（２Ｓ/２Ｋ）　故障コード一覧表

第１ブロック 第２ブロック

点滅回数 点滅回数

1 ・正常

・センサー　－　ＥＣＵ間の各コネ ・目視にて各コネクタ、ケーブルを確認

2 ・左センサー 　クタの接続不良、水の浸入

2 ・センサー又はケーブルの不良 ・センサーのコイル抵抗を確認

・センサーをケーブルに接続した状態で、

（２Ｓ/２Ｋ） 3 ・左センサー 　ケーブルのＥＣＵ側コネクタの各端子間

　抵抗を確認

・センサー　－　パルスリング間の ・センサー　－　パルスリング間のエアギャ

　エアガップ過大 　ップの確認

・センサーの出力電圧不良 ・センサーテスターでセンサー出力電圧の

・パルスリングの倒れ、損傷 　確認

・ホイールベアリングのガタ

・モジュレータ　－　ＥＣＵ間の各コ ・目視にて各コネクタ、ケーブルを確認

8 ・左モジュレータ 　ネクタの接続不良、水の浸入

・モジュレータ又はｹｰﾌﾞﾙの不良 ・モジュレータのコイル抵抗を確認

9 ・右モジュレータ ・モジュレータをケーブルに接続した状態

　でケーブルのＥＣＵ側コネクタの各端子

　間の抵抗を確認

・トラクタからのＡＢＳジャンパーケー ・目視にて各コネクタ、ケーブルを確認

11 　ブル　－　ＥＣＵ間の各コネクタの

12 　接続不良、水の浸入

・ＡＢＳジャンパーケーブル（ＡＢＳ ・ＡＢＳジャンパーケーブルの各端子間の

　ソケット、プラグ）、又はトラクタの 　電圧、抵抗を確認

　供給電源ラインの異常

・ソースケーブルの不良 ・ＡＢＳジャンパーケーブルを接続した状態

　でＥＣＵ側コネクタの各端子間の電圧、抵

　抗を確認

14 ・ＥＣＵ ・ＥＣＵ不良 ・ダイアグチェッカーで故障メモリを消去し

　故障コード２－１を表示すれば正常

・ＥＣＵを交換後、再確認をする

・供給電源 ・故障コード11、12の確認をする

・ＥＣＵ ・故障コード14の確認をする

・作業ミス ・再確認をする

・７極ケーブル、カップ ・故障コード表示無しの確認とトラクタ側の

　プリング関連 　インフォーメーションユニットの点検をする

・トラクタ側インフォー

　メーションユニットトレーラＡＢＳレスランプ

点灯

故障コード表示無し

故障コード表示無し

＋

故　障　部　位 原　　　因 原　因　確　認　方　法

・供給電源



Ａ Ｂ

1 2 3 4 5 6

789101112

1 2 3 4 5 6

789101112

コネクタＡ コネクタＢ

カバーを外す

コネクタ　Ａ コネクタ　Ｂ

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 12

モジュレータ電源　－

モジュレータ電源　＋

ＥＣＵ電源　＋

ＥＣＵ電源　－

警告灯

茶

赤

黄

白

黒
センサー　左

センサー　右

モジュレータ　右

モジュレータ　右

モジュレータ　左

黄

茶

茶

黒

黒

黄

白

白

黒

黒

モジュレータ　左

ＫＮＯＲＲ　Ａ18 コンパクトモジュール（２Ｓ/２Ｋ）　ケーブル接続図



点　　検　　手　　順点　　検　　部　　位 図　　　　　　　示

トラクタ側電源ケーブル 1)イグニッションキーをOFFにしてトレーラから

　電源ケーブルを取り外す。

2)イグニッションキーをONにしてテスターで端子

　間の電圧を測定する。

ピン番号/極性 電　　圧

DC24V

DC24V

①②

③

④

⑤

トレーラ側電源ケーブル 1)トラクタのイグニッションキーをＯＦＦにして

　トラクタ側デンゲンケーブルをトレーラに

　接続する。

2)ＥＣＵからトレーラ電源ケーブルを取り外す。

3)トラクタのイグニッションキーをＯＮにして端子

　間の電圧を測定する。

ピン番号/極性 電　　圧

①/＋～④/－

①/＋～④/－

②/＋～③/－

②/＋～③/－

ＤＣ24Ｖ

ＤＣ24Ｖ

3)⑤－③を短絡させてトレーラＡＢＳ警告灯が

　点灯することを確認する。

　点灯しない場合は⑤が断線している。

　点灯することを確認する。

3)⑤－③を短絡させてトレーラＡＢＳ警告灯が

　点灯しない場合は⑤が断線している。

トレーラ電源ケーブルの

導通点検

下記の組み合わせで導通の有無を確認する。

　導通の無い場合は断線している。

名　　　称 カプラ側 ＥＣＵ側

モジュレータ電源

モジュレータ電源

ＥＣＵ電源

ＥＣＵ電源

警告灯

（＋）

（＋）

（－）

（－）

① ①

② ②

③ ③

④ ④

⑤ ⑤

⑤

③

① ②

④

①

②

③

④

⑤

名　　　　　称 線色

モジュレータ電源＋

モジュレータ電源－

ＥＣＵ電源－

ＥＣＵ電源＋

警告灯

赤

黒

黄

茶

白

①

②

④
モジュレータの点検 モジュレータケーブルを取り外し端子間の抵抗を

測定する。

端子間 正常抵抗値

①－④

②－④

14～21Ω

14～21Ω

①

②

③

④

⑥

矢視　Ａ

Ａ

1/2

④

①③

⑤

②

ＫＮＯＲＲ　Ａ18 ケーブル類の点検

①

②

④



点　検　手　順点　検　部　位 図　　　　　　　示

スピードセンサーの点検 1)イグニッションキーをＯＦＦにしてＥＣＵから

＋－

＋－

＋－

Ω

Ω

ACV

2)スピードセンサーの点検をする。

　①センサー断線の点検

　　コネクタの端子間の抵抗を測定する。

　②センサー絶縁抵抗の点検

　　センサーとシャーシの抵抗を測定する。

　　正常値：∞

　③センサー出力の点検

　　車軸をジャッキアップしてタイヤを１回転/２秒

　　させて出力電圧を測定する。

　　正常値：100ｍＶ以上

①

②

③

の点検

正常値：950～2000Ω

（異常が認められた場合はセンサーとセン

サーケーブルをつないで下記の点検を

した後、切り離して再度点検をしセンサー

特定する。）

又は、ケーブルのいずれの異常であるかを

コンビネーションケーブル

ＥＣＵ側の端子間で抵抗を測定する。

ケーブルをセンサー、モジュレータに接続して

⑤

①

②

③

④

⑥⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

①

②

①

②③

④

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

矢視Ａ

矢視Ｂ

矢視Ｃ

故障箇所 点　　検 ＥＣＵ側コネクタで確認 ケーブル側端子 規格値

センサー左

センサー右

モジュレータ右

モジュレータ左

コイル抵抗

ＡＶ側コイル抵抗

ＡＶ側コイル抵抗

ＨＶ側コイル抵抗

ＨＶ側コイル抵抗

２－３端子間抵抗

４－５端子間抵抗

11－12端子間抵抗

１－12端子間抵抗

８－７端子間抵抗

６－７端子間抵抗

１－２端子

１－２端子

３－２端子

１－２端子

３－２端子

950～2000Ω

14～21Ω

コンビネーションケーブルを引き抜く。

2/2



ＫＮＯＲＲ　ＫＢ４ＴＡ（２Ｓ/２Ｋ）の点検整備
本システムは自己診断機能による点検整備ができます。

自己診断はトラクタのフートブレーキを操作しトレーラＡＢＳ警告灯を点滅させることにより行います。

①フートブレーキの操作回数による表示モード

１．フートブレーキの操作とトレーラＡＢＳ警告灯の点滅による故障表示

操作回数

3

4

5

6

7

現在故障コード

過去故障コード

故障コードの消去

システム表示

走行距離表示

表示内容 備　　　考

第１ブロック：センサーの数　　　　第２ブロック：モジュレータの数

1000km単位表示　　　　　例：１回－５回－２回（152000km）

②フートブレーキの操作と故障コード表示

ＯＦＦ

フートブレーキ操作

キースイッチ

解除

作動

ＯＮ

キースイッチＯＮの後15秒以内にフートブレーキを操作する。

作動－解除の操作間隔は1秒以内。

警告灯の点滅

消灯

点灯

約5秒後に点滅開始
第1ブロック 第2ブロック

③故障コードと処置

第1ブロック 第2ブロック
処　　置

点滅回数 点滅回数故障部位 故障状態

1

2

3

1

1

2

3

4

5

6

1

2

3

2

3

4

1

2

3

4

5

1

2

1

1

2

6

7

8

9

10

11

12

13

14

全て

センサーＳＬ（左）

センサーＳＲ（右）

電源

モジュレータバルブ

モジュレータバルブ

モジュレータバルブ

コモン

ＥＣＵ

７曲アース（№１）

ダイアグ電源

システム

正常

ギャップ過大

センサー信号がない

センサー信号にノイズが乗っている

センサーショート又はセンサー断線

タイヤサイズが範囲外

センサー設定ミス

過電圧

低電圧

バルブ電源（＋）の抵抗過大

排気弁ショート又は断線

ＡＢＳバルブ装着エラー（４Ｓ/３Ｋの場合）

バルブ設定ミス（４Ｓ/３Ｋの場合）

内部でグランドショート

№１ピン（未使用）グランドショート

モジュレータの動的故障

ＡＢＳ作動過多

№１ピン（未使用）天絡

内部故障

設定エラー

ショート又は断線

ショート又は断線

点検時期が過ぎた

～

調整

部品交換

部品交換

部品交換

部品交換

部品交換

部品交換

部品交換

部品交換

部品交換

部品交換

部品交換

タイヤサイズを確認

センサーケーブル接続確認

電源点検整備

電源点検整備

修正

修正

点検整備

～

修正

再設定

※複数の故障がある場合は現在表示されている故障を修理後、次の故障が表示される。



ＫＮＯＲＲ　ＫＢ４ＴＡ（２Ｓ/２Ｋ）　配線・配管図
１．配線・配管図

①

②

③

④

⑤

⑥ ⑦

⑧

⑨

⑨ ⑩

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

№ №品　　　　　　　　　　名 品　　　　　　　　　　名

⑯

⑮

⑭

⑬

⑫

⑩

⑨

⑧

⑦

⑪

①

②

③

④

⑤

⑥

⑪

⑪

ＫＢ４ＴＡ　ＡＢＳモジュレータ

７極ソケット

ＡＢＳ電源ソケット

サービスライン（黄）

エマージェンシーライン（赤）

駐車ブレーキコントロールバルブ

ダイアグケーブル・ソケット

リレーエマージェンシーバルブ

スピードセンサー

センサーリング

センサーケーブル

７極配線　№４　制動灯　赤

７極配線　№１　アース　白

コネクティングケーブル　黄

コネクティングケーブル　黒

制動灯

２．ＡＢＳモジュレータへの接続

① ②

②

③

④

⑤
⑤

⑤

⑥
⑥

⑥ №

①

②

③

④

⑤

⑥

接　　　　続　　　　先

エアタンクから

スプリングブレーキ用チャンバーポートへ

ＲＥ－６リレーバルブ　デリバリーポートから

駐車ブレーキコントロールバルブへ

左側サービスブレーキチャンバーポートへ

右側サービスブレーキチャンバーポートへ



ＫＮＯＲＲ　ＫＢ４ＴＡ　ＥＣＵ内部接続詳細
１．コネクタ詳細

２．ケーブル接続詳細

ＳＬ ＳＲ１ ２ ３ ４ ５ ６

７８９101112

№ № 記号

１

接　　　　　　続 接　　　　　　続 接　　　　　　続

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

SL

SR

（未使用） スピードセンサー左

スピードセンサー右ダイアググランド

ダイアグ　５Ｖ　ＣＡＮ　Low

バルブグランド

ダイアグ　５Ｖ　ＣＡＮ　ｈｉｇｈ

バルブ電源

ＥＣＵグランド

警告灯

ＥＣＵ電源

ダイアグ電源（２４Ｖ）

７極アース（№１）

７極制動灯（№４）

ＳＬ ＳＲＸ１

６ ９ ７ ４ ８ 11 １ 12 10 ２ ３ ５

５３２ ４１ ６ ７

５３２ ７１ ４ ６

５３２ ４１ ６ ７ ５３２ ４１ ６ ７

７

２

３

５

４

６

１

ＥＣＵ

① ②

③

④

⑤

⑥

⑦
①

④

①

②

③

⑤

⑥

⑦

④

白

白

白 白

赤

赤

赤

茶

茶 茶黄

黄

黄 黒

黒

黒 黒黄




